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き
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近
の
最
高
裁
判
例
の
検
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用
的
短
期
賃
貸
借
と
偽
計
競
売
入
札
妨
害
罪

開
札
後
の
妨
害
特
為
と
総
売
入
札
妨
害
罪
(
最
決
平
成
一

O
年一

事
業
お
よ
び
判
旨

「
銭
争

ι
の
終

T
時
鱒

危
険
性
判
所

一
月
四
日
刑
集
豆
二
進
入
号
五
回
二
貢
)

4 
五
l 2 3 
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は
じ
ぬ
に

蕗

刑
法
九
六
条
の
三
一
第
二
項
は
鏡
売
入
札
妨
害
罪
に
つ
い
て
、
「
偽
計
主
は
威
力
を
用
い
て
、
公
の
続
発
又
は
入
札
の
公
立
を
害
す
べ

き
骨
為
を
し
た
者
は
、
二
年
以
下
の
懲
証
文
は
二
百
五
十
方
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
」
と
規
定
し
て
い
る
白
こ
の
構
成
要
祥
の
う
ち
、

「
偽
計
又
は
威
旦
の
意
義
に
つ
い
て
は
業
務
妨
害
罪
(
刑
量
二
三
一
条
一
一
=
一
回
条
)
が
同
一
の
文
曹
を
用
い
て
お
り
、

T
』に

お
け
る
解
釈
を
そ
の
ま
ま
援
用
し
て
も
差
し
支
え
な
い
と
一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
日
、
特
別
な
問
題
は
比
較
的
少
な
い
の
か

も
し
れ
な
い
a

し
請
し
な
が
ら
.
同
罪
の
構
成
要
件
は
偽
計
ま
た
は
威
力
の
行
使
に
加
え
て
、
そ
の
行
為
が
「
競
売
又
は
入
札
の
公
豆

を
害
す
ペ
里
行
為
」
で
あ
る
こ
ど
を
孟
ね
て
要
求
し
て
い
る
。
こ
の
よ
ろ
に
本
罪
の
構
成
要
件
が
「
偽
計
又
は
威
旦
と
書
き
分
け
て

「
公
正
を
害
す
ぺ
き
骨
為
」
を
規
定
し
て
い
る
以
上
、
こ
の
「
公
正
を
害
す
べ
き
行
為
」
の
意
識
に
つ
い
て
も
、
偽
計
や
威
力
の
概
念

と
は
明
確
に
峻
別
し
た
解
釈
を
施
す
必
要
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
実
務
に
お
い
て
鏡
語
入
札
妨
害
罪
が
適
用
さ
れ
る
場
面
が
る
ま
り
多
く
は
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

完
ム
正
を
害
す
ぺ
き
行
為
」
の
意
義
を
め
ぐ
る
哉
判
例
晶
子
説
の
集
績
は
必
ず
し
も
十
分
で
は
な
か
っ
た
。
ぞ
れ
令
え
い
か
な
る
具

体
的
状
況
に
お
い
て
、
偽
針
や
威
力
を
用
い
た
行
為
が
「
公
孟
を
害
す
ぺ
き
宥
為
」
と
評
価
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
、
明
確
な
基
準
が
示

さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
よ
う
に
恩
わ
れ
説
。
も
ち
ろ
ん
「
公
正
」
と
い
う
一
概
念
面
体
が
帽
の
あ
る
も
の
で
あ
り
、
多
畿
な
行
為
鋼

線，. 法戸神



続売入札局害事における「公正を害すべき行梅Jの意義
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裂
を
含
み
う
る
も
の
で
あ
ろ
う
一
か
ら
、
こ
の
要
件
を
一
義
的
に
定
義
づ
け
る
こ
と
は
お
よ
そ
函
維
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な

が
ら
、
こ
の
「
公
主
を
害
す
ぺ
き
行
渇
」
と
い
う
要
件
が
本
揮
の
法
益
侵
害
性
の
中
按
を
な
す
と
考
え
ら
れ
て
い
る
以
上
、
本
罪
の
処

罰
範
囲
を
明
確
に
限
界
づ
け
る
た
め
に
は
こ
の
要
件
の
意
義
に
つ
い
て
一
定
限
度
の
解
釈
の
指
針
を
提
供
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

ろ
う
。
具
体
的
に
は
、
鏡
売
や
入
札
の
「
公
孟
」
と
は
ど
の
よ
う
な
状
態
が
傑
た
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
概
念
な
の
か
、
さ
ら
に
、

ど
の
よ
う
な
事
態
が
生
じ
れ
ば
、
そ
れ
を
「
害
す
ぺ
き
」
行
進
が
行
わ
れ
た
、
す
な
わ
ち
侵
害
さ
れ
る
危
険
性
が
生
じ
た
と
野
備
し
つ

る
の
か
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
一
定
の
判
断
の
枠
組
み
を
提
2

不
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
@

お
り
し
も
バ
ブ
ル
経
済
崩
療
後
害
良
債
権
処
理
に
関
連
し
た
執
仔
晶
害
事
件
の
領
発
、
お
よ
び
そ
れ
に
対
す
る
取
り
締
ま
旬
方
針

の
私
に
せ
て
、
畿
売
入
札
妨
霊
に
よ
る
撃
事
件
は
急
速
に
楢
加
す
る
傾
向
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
判
、
本
罪
を
検
討
す
る
必

要
性
は
一
層
高
ま
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
趨
勢
の
も
と
.
最
高
裁
判
所
は
本
罪
の
適
用
に
関

L
て
、
注
目
す

-a 

べ
き
-
一
つ
の
決
定
を
下
し
た
。
最
決
平
成

-
O年
七
月
四
百
(
刑
集
宜
二
巻
宣
号
三
四
三
頁
)
と
畠
思
決
平
成
一

O
年
一
一
月
固
目
(
刑

集
宣
=
巻
八
号
五
回
二
軍
)
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
決
定
は
k
も
に
事
例
判
例
で
あ
り
、
本
葬
の
構
成
要
件
解
釈
に
つ
い
て
の
一
般
論
を

展
開
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
ど
も
に
本
聞
の
成
立
範
囲
一
を
検
討
す
る
に
際
し
て
、
格
好
の
素
材
を
提
供
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
そ

こ
で
本
稿
に
お
い
て
は
、
こ
の
一
一
つ
の
最
高
裁
判
例
を
そ
の
題
材
と
し
つ
つ
、
続
完
入
札
妨
害
罪
に
お
け
る
「
公
正
を
害
す
ぺ
き
宥
為
」

の
意
義
に
つ
い
て
幸
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

本
稿
に
お
け
る
検
討
の
順
序
k
し
て
は
、
ま
ず
前
提
的
者
察
と
し
て
、
続
語
入
札
妨
害
輝
の
保
護
法
益
槍
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。

鑓
売
入
札
紡
害
罪
の
法
益
侵
害
の
中
核
が
「
公
E
を
害
す
べ
き
令
書
」
で
あ
る
以
よ
、
同
罪
の
保
護
法
益
に
関
す
る
値
観
勘
が
こ
の
要

件
を
解
釈
す
る
上
で
の
一
定
の
指
針
と
な
り
う
る
か
ら
で
あ
る
(
ニ
)
。
そ
し
て
、
本
論
と
し
て
、
二
つ
の
最
高
裁
判
例
を
素
材
と
し

つ
つ
、
「
公
正
を
害
す
べ
き
行
為
」
の
意
携
に
つ
い
て
、
若
干
の
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
が
、
そ
れ
に
先
だ
っ
て
、
続
軒
の
便
主

の
た
め
、
こ
れ
ら
の
判
例
で
問
題
と
さ
れ
た
、
担
保
権
の
実
行
の
た
め
の
不
動
産
鏡
嘉
手
続
の
概
要
を
示
す
こ
と
に
し
た
い

2
5
0

" 
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1i 
っそ

て
倹
射
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

1 

た
と
え
ば
内
闘
文
昭
『
部
議
各
論
【
第
三
廠
]
』
(
一
九
丸
六
)
大
一
一
一
一
一
一
賀
、
酉
図
典
之
『
刑
法
各
論
』
(
一
九
九
九
)
四
}
困
頁
、
大

塚
仁
医
か
編
『
大
コ
ン
メ
ン
タ
ル
刑
法
第
六
巻
〔
第
二
版
〕
』
(
一
九
九
九
)
二
O
五
頁
、
二
O
大
頁
〔
河
上
和
雄
目
久
本
元
仰
執
筆
〕

富

2 

た
k
え
ば
大
穂
ほ
か
舗
前
註

(
l
)
〔
河
上
U

久
木
一
旦
一
一
O
七
頁
は
、

「
公
正
を
害
ず
べ
き
行
為
L

と
ほ
、
公
の
植
民
完
又
は
入
札
が

公
正
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
客
観
的
に
疑
問
を
健
か
せ
る
行
為
な
い
し
そ
の
公
正
に
正
当
で
な
い
影
容
を
与
え
る
行
為
を
い

3 

う
」
と
す
る
が
具
極
的
に
い
か
な
る
行
為
が
そ
れ
に
該
当
ず
る
の
か
は
必
ず
し
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。

な
お
、
こ
の
点
に
関
し
て
セ
中
森
教
授
は
「
自
由
妓
争
に
よ
る
公
孟
な
価
格
形
成
を
妨
害
一
す
る
行
為
の
す
べ
て
を
含
み
も
う
一
る
か
ら
、
情

成
要
暑
が
回
明
雄
帽
で
な
い
縫
い
が
あ
る
」
と
指
掃
さ
れ
て
い
る
。
中
森
喜
彦
「
刑
法
各
論
(
第
一
一
腹
)
』
土
九
九
六
)
=
百
六
頁
参
照
。

判
例
時
線
一
三
九
九
号
(
一
九
九
一
)
一
回
四
頁
の
記
事
に
よ
る
と
、
「
裁
判
婦
は
、
こ
の
よ
う
に
曇
力
団
員
待
に
よ
る
執
行
妨
害
事

例
が
増
加
し
て
い
る
彰
態
は
適
切
な
鰍
軍
手
続
を
図
る
上
で
憂
麗
す
べ
き
問
題
で
あ
る
と
し
、
告
発
を
含
め
て
殿
主
仁
対
処
す
る
方
針
で

あ
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
検
警
庁
、
警
察
庁
も
暴
カ
回
の
民
事
介
入
暴
力
取
締
り
の
一
貫
(
マ
主
と
し
て
厳
し
く
取
り
続
ま

る
方
針
で
あ
る
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
既
に
育
御
棒
土
は
「
動
産
、
不
動
産
璽
元
の
現
状
は
本
罪
の
構
成
要
件
に
あ
た
る
場
合
が

担
当
に
多
い
と
恩
わ
れ
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
た
a

脅
柳
文
雄
「
刑
法
適
酋
E
各
賞
」
二
九
六
三
)
九
一
頁
参
熊
。

最
古
町
議
判
附
事
務
総
局
編
『
司
法
統
計
年
総
(
刑
事
調
)
』
に
よ
る
と
、
競
売
入
札
妨
害
揮
に
よ
る
地
方
裁
判
断
の
終
局
処
理
人
民
は

昭
和
因
。
年
か
ら
昭
和
四
九
年
ま
で
の
一

0
年
間
で
年
平
均
一
豆
七
名
ぺ
阿
様
に
昭
和
豆
O
年
か
ら
昭
和
五
九
年
ま
で
の
一

0
年
間
で

4 5 
) 



寧
均
人
-
名
、
昭
和
大
O
年
か
ら
平
成
六
年
ま
で
の
一

0
年
間
で
平
均
一

O

O

名
で
あ
っ
た
(
平
成
白
年
ま
で
は
談
合
罪
に
よ
る
処

理
人
貝
も
含
ま
れ
て
い
る
)
。
し
か
し
な
が
ら
、
平
成
七
年
以
降
は
平
成
七
年
が
二
大
名
i

平
成
人
年
が
三
一
名
、
平
成
九
年
が
六
一

名
、
平
成
一

O
隼
が
五
八
名
で
あ
る
。
こ
の
数
値
か
ら
も
、
最
近
に
お
け
る
検
挙
事
件
数
の
急
速
な
機
加
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き

競売入札紛害罪における「公正を害すべき行為Jの意義

ょ
う。本
決
定
仁
関
す
る
解
説
許
棋
と
し
て
は
、
三
百
貯
一
瞬
夫
ジ
ユ
リ
ス
ト
-
一
四
三
一
号
(
一
九
九
人
)

五
一
巻
七
号
(
一
九
九
九
)
一
丸
丸
貢
以
下
吉
岡
正
客
研
修
大
O
大
号
(
一
九
九
人
)
二
九
頁
以
下
、
塩
見
淳
法
盆
教
室
二
一
一
一

6 

一
O
国
貢
以
下
、
河
法
曹
略
報

7 

=
一
二
頁
以
下
、
上
島
一
高
判
例
セ
レ
ク
ト
初
(
法
学
教
室
二
一
一
一
一
号
別
冊
〕
(
一
九
九
九
)
三
豆
買
、
幽
図
税

法
学
新
銀
一

O
五
巻
一

on一
一
号
(
一
九
九
九
)
二
七
九
頁
以
下
清
水
真
判
例
評
酋
四
八
五
号
(
一
九
九
九
)
豆
二
頁
以
下
回

高
緯
博
平
成
一

0
年
度
重
要
判
例
解
説
(
一
九
九
九
)
一
五
人
頁
以
下
・
京
藤
哲
久
金
融
法
務
事
情
一
五
五
六
号
(
一
九
九
九
)
七

三
頁
以
下
、
山
本
相
岬
之
最
新
判
例
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
(
受
職
新
報
一
九
九
九
年
一
二
月
号
別
冊
)
三
人
買
以
下
が
あ
る
。

本
決
定
に
関
す
る
解
説
評
釈
と
し
て
は
、
飯
図
書
信
ジ
ユ
リ
ス
ト
一
一
五
一
号
(
一
九
九
九
)
一
一
一
一
頁
以
下
三
浦
守
警
察

学
論
藁
孟
二
巻
主
号
(
一
九
九
九
)
二
O
O
頁
以
下
、
奥
村
孟
援
法
学
級
重
二
二
六
号
(
一
九
九
九
)
-
三
O
買
以
下
、
飯
島
泰
研

二
一
一
貫
以
下
、
甲
妥
克
則
現
代
刑
事
法
七
号
二
九
九
九
)
六
二
貿
以
下
、
上
海
一
高
判
例
セ
レ
ク
ト

号
(
一
九
九
九
)

修
六
一
四
号
二
九
丸
九
)

M

W

(

法
学
教
室
三
三
四
号
別
冊
)
(
ニ
0
0
0
〕
三
五
買
が
あ
る
。

~ 

観
売
入
札
妨
寄
罪
の
保
慣
涜
益

公
務
侵
害
民
級
争
侵
害
説
施
行
者
等
利
益
侵
害
説

競
売
入
札
妨
害
罪
の
保
護
法
益
は
一
般
に
、
公
の
競
売
ま
た
は
入
札
の
公
正
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
こ
で
い

う
「
公
正
」
と
は
い
か
な
る
内
容
を
含
む
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
揮
の
保
簸
法
益
に
つ
い
て
既
に
詳
細
な
分
析
を
加
え
ら
れ
た
官
庁
議
教
授

1 



“ 
に
よ
る
目
、
本
罪
の
保
護
法
益
の
理
解
の
仕
方
に
は
、
大
一
き
く
分
頬
し
て
=
一
つ
の
見
解
が
考
‘
え
ら
れ
る
と
い
う
。
そ
れ
は
、
申
本
罪
を

「
公
務
」
と
し
て
の
競
売
入
札
を
保
護
す
る
も
の
と
し
て
理
解
す
る
見
解
(
公
務
侵
害
説
)
申
自
由
な
価
格
形
成
を
担
保
す
る
た

め
の
「
競
争
制
里
と
し
て
の
競
売
入
札
を
係
機
す
る
も
の
と
解
す
る
見
解
雇
争
侵
害
塾
、
命
益
事
売
入
札
制
度
を
利
用
す
る

施
存
者
等
の
具
体
的
な
財
産
的
利
益
を
保
護
法
益
と
す
る
見
解
(
怯
略
行
者
等
利
益
侵
害
説
)
の
士
高
齢
で
あ
る
。
本
罪
が
侠
諺
芋
べ
き
「
公

正
」
の
意
義
仁
つ
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
見
解
の
い
ず
れ
を
採
用
す
る
か
に
よ
っ
て
、
締
鎗
が
分
か
れ
て
く
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
号
。

た
と
え
ば
公
務
侵
害
説
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
で
い
う
「
公
正
」
と
は
「
公
務
の
執
行
と
し
て
手
続
が
適
宜
円
滑
に
遂
存
さ
れ
て
い
る
こ

と
」
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
ー
ま
た
、
競
争
侵
害
説
か
ら
は
「
参
加
者
に
平
等
で
車
歯
念
館
争
に
よ
る
価
格
形
成
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
機

能
し
て
い
る
こ
と
」
が
重
要
姐
慨
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
湾
計
者
等
利
益
侵
害
説
か
ら
は
「
施
行
者
等
が
不
利
益
を
被
ら
な
い
状
況
」
が

「
公
主
」
と
い
う
概
念
の
実
体
と
し
て
理
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

そ
し
て
、
解
釈
槍
上
、
よ
り
重
要
な
こ
と
は
こ
れ
ら
の
裏
返
し
と
し
て
、
こ
こ
に
い
ろ
公
正
き
が
お
よ
そ
害
さ
れ
る
お
そ
れ
の
な

い
場
合
に
は
、
「
公
正
を
害
す
べ
き
行
為
」
が
認
め
ら
れ
主
と
し
て
知
再
の
成
立
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
白
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
を
先
の
三
説
に
つ
い
て
簡
単
に
見
る
と
、
ま
ず
公
務
侵
害
説
か
ら
は
、
公
務
と
し
て
の
手
続
的
側
面
に
お
よ
そ
介
入
し
得
な
い
行

為
に
つ
い
て
は
、
犯
罪
の
成
立
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
一
。
一
一
方
‘
続
垂
侵
警
説
か
ら
は
続
争
参
加
者
(
ま
た
は
参
加
希
望
者
)

の
一
部
の
み
を
有
利
に
扱
う
可
能
性
が
な
い
場
合
に
は
、
鍵
争
手
続
の
「
公
正
を
害
す
べ
き
」
毎
日
為
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
仁
な
る
。

ま
た
抱
存
者
等
利
益
侵
害
説
か
ら
は
、
当
該
有
為
の
存
茜
に
よ
っ
て
落
札
価
格
が
左
右
き
れ
た
可
能
性
が
お
よ
そ
認
定
で
き
な
け
れ

ば
、
犯
罪
の
成
立
は
認
め
ら
れ
一
な
い
は
ず
で
あ
る
B

競
売
入
札
妨
害
罪
は
鏑
象
的
危
険
犯
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
よ
う

な
結
論
の
相
違
は
相
当
程
度
に
減
殺
さ
れ
る
こ
ど
に
な
る
で
あ
ろ
う
一
が
、
係
議
法
益
の
従
え
方
に
よ
っ
て
は
、
お
よ
そ
そ
れ
が
侵
害
さ
れ

る
抽
象
的
危
険
性
す
ら
存
在
し
な
い
場
歯
が
想
定
で
き
る
以
上
、
処
罰
範
囲
が
異
な
っ
て
く
る
こ
と
に
は
か
わ
り
は
な
い
と
恩
わ
れ
る
。

(g} 

こ
の
点
に
つ
い
て
、
裁
判
例
の
立
場
も
必
矛
し
も
一
様
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
最
判
昭
和
四
一
年
九
月
一
六
日
(
刑
悠
二
O
巻
七
号

〉耳言意緯学法戸神



鍵舟入札妨害現における「公正を害すぺき行ゐIの意義

七
九
O
買
)
は
「
本
罪
は
、
公
務
の
執
行
を
妨
害
す
る
罪
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
公
の
入
札
が
公
正
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
保
護
し
よ
う
と

(一望

す
る
も
の
で
あ
る
」
と
判
示
し
、
公
務
侵
害
説
に
立
脚
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
右
如
静
は
本
罪
が
成
立
す
る
た

き

め
に
は
、
入
札
に
付
す
べ
き
旨
の
決
定
が
遁
返
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
必
重
で
あ
る
こ
と
を
導
く
た
め
に
、
係
議
法
益
鎗
を
展
開
し
て

い
る
に
す
ぎ
な
い
ロ
そ
し
て
、
畿
争
侵
害
説
、
施
存
者
尋
利
益
侵
害
訴
か
ら
も
同
様
の
帰
結
を
導
〈
こ
と
は
可
能
で
あ
る
よ
う
に
恩
わ

れ
る
。
た
と
え
ば
践
争
侵
害
説
か
ら
も
、
個
別
具
体
的
な
寺
続
に
お
け
る
級
争
状
般
の
要
保
艦
慢
性
を
問
題
に
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
要

件
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
凶
ま
た
施
行
着
等
利
益
侵
害
艇
か
ら
も
、
易
体
的
な
手
続
が
燭
婦
さ
れ
な
け
れ
ば
施
行
着
与
の

経
済
的
利
益
が
侵
害
さ
れ
る
可
能
性
が
認
め
ら
れ
な
い
と
も
解
し
う
る
か
ら
で
あ
話
。

そ
し
て
実
際
施
行
者
等
利
益
侵
害
説
に
立
脚
し
て
い
る
よ
う
な
判
示
も
存
在
す
る
。
た
と
え
ば
高
松
地
裁
丸
亀
支
判
昭
和
三
六
年

一
一
一
月
一
=
日
(
下
剤
集
三
巻
二

U
一
二
号
一
二
五
人
買
)
は
本
罪
の
保
護
法
益
に
つ
い
て
、
「
単
に
国
家
ま
た
は
公
共
団
体
が
施

行
す
る
璽
冗
ま
た
は
入
札
な
る
「
公
務
L

の
み
で
は
な
く
し
て
、
国
家
ト
ま
た
は
公
共
図
体
が
何
人
か
ら
も
本
当
な
影
響
を
受
け
る
こ
と

な
く
自
由
に
競
売
ま
た
は
入
札
を
暫
つ
こ
と
に
よ
っ
て
一
受
け
る
「
経
面
的
利
益
」
を
も
含
む
も
の
で
あ
る
」
と
判
示
し
て
い
る
。
こ
こ

に
お
い
て
は
続
完
入
札
の
権
行
者
の
経
済
的
利
益
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
広
島
高
判
昭
和
五
八
年
一
一
月
一
日
(
刑
裁
月
報
一

玄
巻
一
一

u-二
号
-
一
四
五
買
U

に
お
い
て
は
、
本
罪
の
成
立
を
認
め
る
実
質
的
摂
拠
と
し
て
、
「
(
特
定
の
)
者
に
対
し
て
他
の

入
札
予
定
者
に
比
し
て
極
め
て
有
利
な
地
位
を
与
え
る
」
こ
と
と
、
「
本
体
土
地
が
高
く
売
れ
な
い
な
ど
の
実
害
が
発
生
す
る
虞
れ
が

あ
る
こ
と
」
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
施
行
者
等
の
利
益
侵
害
の
お
そ
れ
に
加
え
競
争
原
理
の
実
質
的
侵
害
を
重
要
視
し
て
い
る
点
で

注
目
き
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
裁
判
例
を
み
る
と
、
公
務
侵
害
税
的
な
理
解
が
支
配
的
に
な
っ
て
い
る
と
は
、
必
ず
し
も
断
じ

一
泊
}

得
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

~ 
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~ 

侵
害
説
は
こ
の
市
を
量
視
し
た
見
解
で
あ
る
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
・
た
し
か
に
「
公
の
」
畿
売
入
札
手
続
に
つ
い
て
は
、
国
民

の
税
金
を
投
入
し
て
い
る
こ
と
や
、
そ
の
結
果
が
島
民
生
活
に
よ
り
重
要
な
影
響
を
及
ほ
し
う
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
私
的
な
綾
売
よ

り
も
高
い
要
録
続
性
が
限
め
ら
れ
、
そ
の
手
続
の
公
正
さ
が
よ
り
強
く
要
請
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
の
こ
と
は
(
刑
法
の
穂
抑
性
の
見
地
か
ら
)
処
罰
範
留
を
限
定
す
る
合
理
的
な
理
由
と
な
め
得
て
も
、
本
罪
に
お
い
て
何
が
保

護
さ
れ
て
い
る
の
か
そ
の
利
益
の
実
体
を
示
す
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
刊
。
む
し
ろ
こ
こ
で
は
他
の
公
務
ど
の
比
較
に
お
い
て
、

な
伊
機
売
入
札
手
続
だ
け
が
特
別
の
規
定
の
も
と
、
偽
計
戚
力
に
対
し
て
も
宇
摩
く
保
獲
を
受
け
て
い
る
の
か
、
そ
の
実
質
的
根
拠

を
示
す
必
要
が
あ
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
師
、
公
務
侵
害
説
の
立
場
か
ら
出
発
し
た
場
合
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
十
分
な
理
由
付
け
は
尋

rux 誌

き
得
な
い
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。

纏

こ
の
点
仁
つ
い
て
施
若
者
等
利
益
侵
害
誕
は
妨
管
行
為
に
よ
っ
て
落
札
価
格
が
下
落
す
る
お
そ
れ
に
着
目
し
つ
つ
法
益
侵
害

性
の
実
体
を
示
そ
ろ
と
し
た
も
の
と
し
て
注
目
に
値
す
る
。
固
ま
た
は
公
共
団
体
が
実
施
す
る
入
札
に
お
い
て
、
落
札
価
格
が
下
落
す

れ
ば
、
そ
れ
は
国
民
の
拠
金
が
不
当
に
費
消
さ
れ
る
危
険
を
は
ら
む
こ
と
に
な
る
。
稼
金
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
厳
格
な
公
平
が
要
請

さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
以
上
、
そ
の
限
"
で
は
こ
の
立
場
は
正
当
な
も
の
を
含
ん
で
い
る
よ
う
に
も
恩
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
た

と
え
ば
担
保
植
の
実
行
と
し
て
競
売
が
行
わ
れ
る
場
合
、
競
売
価
格
が
下
落
す
る
と
し
て
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
損
失
を
受
け
る
の
は
債

権
者
、
債
務
者
た
る
私
人
で
あ
っ
て
、
厨
命
家
e

公
共
団
体
の
財
政
は
被
害
を
受
け
な
い
し
C

い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
L
C
す
れ
ば
、
施
行
者

等
利
益
侵
害
説
の
立
場
除
、
国
家
等
の
利
益
の
領
失
に
加
え
、
債
権
者
債
務
者
し
と
い
う
一
私
人
の
利
益
の
侵
害
に
つ
い
て
も
‘
そ
れ

ち
を
本
来
保
穫
す
ぺ
き
財
産
犯
と
し
て
の
保
護
の
範
贋
を
越
え
て
、
よ
り
手
事
く
保
護
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
見
解
と
評
価
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
辛
子
厚
い
保
穫
が
必
要
な
の
か
.
そ
の
点
に
つ
い
て
の
十
分
な
根
拠
は
乏
し
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
施
行
者
等
杓
益
侵
奪
設
の
説
明
に
は
、
な
お
不
満
が
残
る
の
で
あ
る
・

競
売
入
札
制
度
が
利
用
さ
れ
て
い
る
の
は
入
札
参
加
者
が
自
由
な
意
思
決
定
の
も
と
、
自
ら
の
条
件
を
量
不
し
争
う
前
提
が
究
足

学言去戸神



策禿入札情書揮における「公立を容すべき符渇」の意義

さ
れ
れ
ば
、
自
由
競
争
の
も
と
、
施
行
者
尋
に
と
っ
て
最
も
有
利
な
条
件
が
形
成
さ
れ
る
と
い
う
理
解
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
か
ら

だ
と
恩
わ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
前
提
を
侵
害
す
る
行
為
は
、
具
体
的
な
施
有
者
等
の
利
益
を
侵
害
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

続
完
入
札
制
度
に
対
す
る
信
頼
感
を
喪
失
さ
せ
ひ
い
て
は
入
札
を
利
用
し
主
韮
や
程
物
権
を
利
用
し
た
債
権
回
収
量
繍
さ
せ

る
お
そ
れ
を
内
在
し
て
い
る
と
幸
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
施
存
者
等
の
利
益
に
常
に
高
い
要
保
護
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で

あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
続
売
入
札
手
続
の
「
制
度
」
L

と
し
て
の
信
頑
を
保
諺
甚
益
に
含
め
て
理
解
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
恩
わ
れ

る
・
そ
の
意
味
で
、
鰻
争
侵
害
説
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
自
由
な
価
格
形
成
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
.
す
な
わ
ち
競
争
庫
理
そ
れ
自
体
が
本
罪

に
よ
っ
て
保
議
さ
れ
て
い
る
と
い
う
説
明
が
、
最
も
優
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
材
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
本
罪
の
「
公
正

を
害
す
ぺ
き
行
為
」
の
璽
義
に
つ
い
て
も
、
競
争
制
度
の
公
平
の
実
質
的
侵
害
が
認
め
ら
れ
る
か
杏
か
と
い
う
観
点
か
ら
解
釈
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
公
正
を
容
す
べ
き
存
為
」
の
要
件
の
存
否
を
判
断
す
る
に
際
し
で
は
、
ま
ず
具
株
的
;
行
為
に

お
い
て
「
鰻
争
原
理
の
実
質
的
侵
害
」
が
も
た
ら
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
か
を
判
断
し
そ
の
上
で
、
そ
の
可
能
性
が
「
害
す
べ
き
」

と
評
価
さ
れ
る
程
度
の
も
の
か
、
す
な
わ
ち
刑
嗣
を
科
す
る
た
め
に
十
分
な
危
険
性
が
認
め
ら
れ
る
の
か
、
と
い
う
段
階
を
経
て
、
構

成
要
件
該
当
憧
が
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

" 

手
続
的
公
正
実
体
的
公
正

そ
れ
で
は
、
こ
の
「
級
争
原
理
の
笑
質
的
侵
害
」
と
は
い
か
な
る
場
面
で
毘
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
競
売
入

札
手
続
に
お
け
る
続
争
原
理
の
侵
害
と
は
、
手
続
的
側
面
か
ら
の
侵
害
と
実
体
的
側
面
か
ら
の
侵
害
と
に
分
類
で
き
る
と
い
う
説
明
が

な
さ
れ
て
い
時
。
す
な
わ
ち
、
個
々
人
が
自
由
な
意
思
形
成
に
基
づ
い
て
入
札
に
参
加
し
、
入
札
価
格
を
提
草
す
る
た
め
に
は
施

行
者
が
入
札
参
加
者
に
平
等
な
参
加
の
機
会
を
保
障
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
特
定
の
者
を
有
精
に
取
り
扱
亨
と
問
、
特
定

一E

の
者
以
外
が
続
争
に
参
加
で
き
な
い
と
い
う
事
際
が
発
生
す
れ
ば
、
も
は
や
自
由
競
争
は
そ
の
前
提
を
欠
く
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
。

2 
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こ
の
よ
う
な
事
態
を
競
争
原
理
の
手
続
的
側
面
の
侵
吾
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
手
続
そ
れ
自
体
に
は
影
響
を

及
ぼ
さ
な
い
が
、
入
札
に
参
加
す
る
か
否
か
あ
る
い
は
い
か
な
る
金
量
で
入
札
す
る
か
に
つ
い
て
の
参
加
者
の
意
思
形
成
過
程
に
影

響
を
及
ぼ
す
行
為
類
型
も
考
え
ら
れ
る
。
い
わ
ば
訴
訟
詐
欺
的
な
類
型
で
あ
り
権
利
関
係
の
実
体
的
側
面
に
つ
い
て
競
争
の
公
正
を

阻
害
ず
る
も
の
で
あ
る
。

XllX 

こ
の
両
者
の
う
ち
、
前
者
の
手
続
的
舗
面
か
ら
の
侵
害
が
鍵
争
原
理
の
侵
害
を
基
礎
づ
け
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
入
札
参
加

者
に
平
等
な
チ
ャ
ン
ス
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
以
上
、
そ
も
そ
も
自
由
で
公
正
な
競
争
の
前
提
要
件
が
損
な
わ
れ
て
い
る
と
評
し
う
る

か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
競
争
侵
害
践
の
立
場
か
ら
は
手
続
的
側
面
を
経
由
す
る
こ
と
な
く
も
っ
ぱ
ら
実
体
的
側
面
か
ら
彰
響
を

及
ぼ
す
行
為
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
般
争
原
理
の
侵
害
を
包
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
自
由
な
価
格
形
成
が
担
寵
さ
れ
る
た
め

に
は
、
参
加
者
に
均
等
な
機
会
が
与
え
ら
れ
、
各
人
の
自
由
な
意
思
決
定
が
保
障
さ
れ
な
〈
て
は
な
ら
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
事
態
は

愉
略
行
者
が
特
定
の
者
だ
け
に
有
利
な
情
報
を
開
示
し
た
旬
、
あ
る
い
は
逆
に
、
工
疋
の
考
を
競
争
の
場
か
ら
閉
め
出
す
と
い
っ

f去
す
続

的
側
首
の
み
な
ら
ず
、
参
加
者
の
意
思
形
成
過
逗
に
不
当
に
介
入
す
る
実
体
的
側
面
に
よ
っ
て
も
全
く
周
織
に
侵
害
可
能
で
あ
る
か

ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
手
続
的
側
面
と
実
体
的
側
面
の
限
界
は
そ
も
そ
も
明
確
に
区
別
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
ロ
た
と
え
ば
暴

カ
団
関
係
者
が
、
買
受
希
望
者
に
入
札
を
断
念
さ
せ
る
目
的
、
あ
る
い
は
自
ら
が
低
語
で
餓
落
す
る
目
的
で
、
対
象
物
件
に
は
暴
力
団

ミ盟
V

が
関
係
し
て
い
る
こ
と
を
喧
伝
す
る
事
例
な
ど
は
、
威
迫
に
よ
っ
て
無
理
矢
理
に
特
定
の
者
以
外
を
競
争
の
場
か
ら
閉
め
出
す
と
い
う

意
味
で
は
、
手
幽
統
的
な
公
正
侵
害
と
も
評
価
で
き
る
で
あ
ろ
う
が
、
岡
時
に
そ
れ
は
、
入
札
希
望
者
の
意
思
形
成
過
程
に
不
当
な
影
響

を
及
ぼ
す
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
実
体
的
な
公
正
侵
害
と
も
評
価
さ
れ
う
一
る
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
両
者
の
区
別
が
金
〈
無
帯
革
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
鏡
争
と
い
う
以
上
、
他
の
参
加
者
を
出
し
抜
く
た
め
に
、
一
定

の
駆
け
引
き
を
す
る
こ
と
は
必
伶
的
に
そ
れ
に
随
伴
す
る
も
の
で
あ
る
と
恩
わ
れ
る
。
と
す
れ
ば
通
常
の
銭
事
字
続
に
随
伴
す
る
よ

う
な
革
段
に
よ
っ
て
他
の
参
加
者
の
意
思
形
成
に
働
き
か
け
た
し
に
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
続
争
原
理
は
実
質
的
に
危
殆
化
き
れ
な
い

髭舞学法m 神



焼売入札妨害揮における「公Eを容すぺき行ぬ」の窓義

と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
他
の
買
受
希
筆
者
に
対
し
て
本
来
入
札
す
る
予
定
の
価
繕
よ
り
も
低
い
金
面
を
告
げ
つ
つ
行

弱
者
画
身
が
こ
の
金
領
で
入
札
す
る
旨
を
申
し
向
け
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
相
手
が
安
心
し
て
低
い
金
額
で
入
札
し
、
結
果
的
に
行
為

者
本
人
が
続
落
で
き
た
よ
う
な
場
合
、
た
し
か
に
行
渇
者
は
偽
計
を
用
い
て
、
他
の
競
争
参
加
者
の
意
思
形
成
過
程
を
左
右
し
て
い
る
a

し
か
し
な
が
ら
.
私
に
は
こ
の
よ
う
一
な
行
為
績
型
を
=
揮
に
処
罰
す
る
べ
き
で
は
な
い
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。
行
為
の
栂
手
方
と
な
っ
た

者
に
も
、
行
為
者
が
言
っ
た
こ
と
を
ど
う
受
け
取
る
か
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
に
関
す
る
自
由
な
意
思
決
定
が
可
能
で
あ
る
以

上
、
単
に
嘘
を
つ
い
た
こ
と
の
一
事
を
も
っ
て
、
続
争
康
理
が
侵
害
さ
れ
た
と
は
野
信
す
ぺ
き
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
罪
は
「
偽

E
「
威
主
を
手
段
と
し
て
規
定
し
た
上
で
そ
れ
に
よ
っ
て
「
公
正
を
害
す
べ
き
骨
き
が

行
わ
れ
た
場
合
に
は
じ
め
て
可
罰
普
肯
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
競
争
原
理
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
か
答
か
は
、
「
偽

E
「威

力
」
と
い
っ
た
手
段
の
不
当
性
E
は
別
の
次
元
か
ら
被
討
さ
れ
な
〈
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
図
そ
れ
で
は
い
か
な
る
場
合
に
、
権
利

の
実
極
的
側
面
か
ら
競
争
原
理
が
実
質
的
に
侵
害
さ
れ
た
と
評
価
し
う
る
の
だ
ろ
う
か
白
も
ち
ろ
ん
一
義
的
な
基
準
を
望
示
す
る
こ
と

は
図
陸
軍
で
あ
る
が
、
以
下
で
は
ご
〈
簡
単
な
試
輸
を
展
開
し
て
み
た
い
ロ

刑
法
九
六
条
の
三
は
第
一
項
で
競
売
入
札
妨
害
罪
を
規
定
ず
る
と
と
も
に
、
第
二
項
で
不
正
談
合
罪
を
規
定
し
て
い
る
・
条
文
の
構

造
に
か
ん
が
み
れ
ば
、
第
二
項
の
不
正
談
合
罪
も
(
ぞ
れ
の
み
を
保
護
す
る
犯
罪
か
杏
か
は
異
論
が
あ
る
と
し
て
も
)
続
争
原
理
i

を
保

護
す
る
犯
罪
と
し
て
把
揮
す
る
の
喜
聖
書
で
あ
ろ
情
。
そ
し
て
、
君
主
品
、
事
前
の
協
定
に
よ
っ
て
相
互
の
意
思
形
成

に
影
響
を
及
ぽ
し
あ
う
も
の
で
あ
る
か
ら
、
ま
さ
し
く
前
述
の
実
体
的
側
首
に
影
響
を
漫
ぼ
す
類
型
を
予
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

こ
に
お
い
て
は
、
事
前
の
協
定
に
よ
っ
て
相
瓦
に
拘
束
し
あ
っ
て
共
同
意
思
を
形
或
し
、
お
互
い
の
意
思
形
成
を
支
配
じ
あ
ろ
一
関
係

が
存
在
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
本
来
は
個
別
に
自
由
な
意
思
形
成
を
行
う
べ
き
参
加
者
が
、
他
の
参
加
者
の
意
思
形
成
を
支
配
拘
議

す
る
こ
と
に
よ
旬
、
自
由
鏡
争
の
前
提
条
件
を
没
却
せ
し
め
る
点
に
、
談
合
揮
の
灘
争
原
理
侵
害
性
が
顕
在
化
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
談
合
罪
の
罪
震
の
理
解
を
前
提
と
し
つ
つ
、
そ
の
発
福
富
一
項
の
餓
売
入
札
妨
害
罪
に
つ
い
で
も
姐
慣
用
す
る
こ
と
が

@ 
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許
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
阿
罪
が
予
定
す
る
寮
体
的
側
青
か
ら
の
競
争
原
理
侵
害
性
に
つ
い
て
も
、
そ
の
限
定
の
契
機
が
生
じ
う
る
こ

と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
璽
先
手
続
仁
お
い
て
他
の
賓
受
希
望
者
等
の
意
思
形
成
過
程
に
強
い
影
響
会
予
え
、
そ
の
結
果
、
意
思
決
定

を
一
定
の
決
断
へ
と
人
為
的
に
爵
引
す
る
行
為
に
つ
い
て
は
じ
め
て
、
実
質
的
な
競
争
原
璽
侵
害
性
が
認
め
ら
れ
る
と
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
よ
う
B

も
ち
ろ
ん
、
阪
合
罪
と
績
売
λ
札
妨
害
罪
で
は
そ
の
行
為
接
種
に
相
違
が
あ
る
以
上
、
つ
ね
に
他
の
参
加
者
の
意
思
形

成
を
支
配
拘
束
す
る
状
態
ま
で
は
要
求
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
競
争
原
理
を
侵
害
し
た
と
評
価
す
る
た
め
に
は
、
相
手
方
の

意
思
形
成
を
一
定
の
方
向
へ
と
強
〈
誘
引
す
る
性
絡
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
巴
逆
に
宵
え
ば
、
焼
売
入

札
手
続
に
関
連
し
て
偽
計
威
力
が
用
い
ら
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
艶
争
原
理
の
侵
害
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の

客
間
的
行
盈
鶴
皆
様
を
綿
密
に
検
討
し
つ
つ
、
そ
こ
に
相
手
方
の
意
思
形
成
を
強
〈
誘
引
す
る
要
素
が
あ
る
か
否
か
を
精
査
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
村
。

皿Eま緯学

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
一
な
概
念
規
定
評
な
お
不
明
確
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
ま
だ
、
本
罪
は
「
公
主
」
が
現
実
に
侵
害

さ
れ
た
こ
と
ま
で
は
要
求
し
て
お
ら
ず
、
「
公
正
を
害
す
べ
き
宥
為
」
が
行
わ
れ
る
こ
ど
を
要
求
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
右
の
よ

う
な
意
味
に
お
け
る
競
争
底
浬
が
現
美
に
倭
語
さ
れ
る
こ
と
は
必
暑
で
は
な
〈
、
ぞ
れ
が
侵
害
さ
れ
る
危
険
性
が
発
生
し
て
い
れ
ば
十

分
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
罪
の
処
罰
健
闘
を
明
確
化
す
る
た
め
に
は
麓
争
原
理
の
内
実
を
よ
り
一
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
お
る

と
と
も
に
.
処
罰
す
る
た
め
に
必
要
な
危
険
性
め
程
度
に
つ
い
て
の
価
値
制
断
を
下
き
な
〈
て
は
な
ら
な
い
。
以
下
で
は
、
最
高
裁
の

判
例
一
一
件
の
事
業
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
旬
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。
ま
ず
は
、
検
討
の
便
宜
の
た

め
、
こ
れ
ら
の
裁
判
例
で
閑
語
と
な
っ
た
担
保
也
憾
の
実
行
の
た
め
の
不
動
産
の
続
発
手
続
の
槻
略
を
示
す
こ
と
に
す
る
。

法戸神
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京
進
智
久
「
畿
争
と
刑
法

i
書
沼
入
札
妨
害
罪
を
素
材
と
し
て
」
『
法
と
政
誕
の
現
代
的
課
題
明
治
学
院
大
学
法
学
都
=
十
周
年

記
念
爵
文
集
』
(
一
九
八
七
)
三
一
五
一
=
実
以
下
。
な
お
、
京
藤
教
授
の
分
析
は
同
条
ニ
項
の
談
合
罪
の
保
am法
益
諭
も
射
程
に
入
れ
ら
れ



鍵宛入札妨害罪における f公正を害すべき行為jの憲議，. 

た
も
の
で
あ
る
が
、
本
舗
に
お
い
て
は
一
項
の
競
売
入
札
妨
害
擁
に
限
定
し
て
、
検
討
を
加
え
る
こ
左
に
し
た
い
。

9 

こ
の
点
に
つ
き
、
京
藤
前
註

(8)
一
一
一
七
六
頁
は
「
判
例
の
考
え
方
陪
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
こ
の
施
行
者
等
利
益
侵
害
説
に
近

い
と
恩
わ
れ
る
」
と
拘
摘
し
て
い
る
。

10 

こ
の
旨
を
明
示
す
る
も
の
と
し
て
坂
本
武
志
『
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
刑
事
憲
昭
利
回
一
年
度
』
(
一
九
六
七
)

一
九
九
買
を
参
照
。

工
ハ
四
貢
参
照
・

さ
ら
に
大
塚
編
前
註

(
1
)
〔
河
上

E
久
木
元
}

11 

こ
の
砲
を
判
示
す
る
殺
判
例
と
し
て
、
た
と
え
ば
里
京
高
判
昭
和
五
三
大
年
五
月
四
日
(
東
京
高
裁
刑
事
判
決
枠
組
報
一
一
一
巻
五
号
室
丸
貢
)

東
尿
高
判
昭
和
五
六
年
六
月
一
六
日
(
判
例
タ
イ
ム
ズ
岡
豆
九
号
一
五
一
頁
)
が
あ
る
。

I2 

も
っ
と
も
、
京
蔵
前
住

(8)
三
七
宣
夏
は
、
競
争
侵
害
鋭
の
立
窃
か
ら
は
錦
売
入
札
手
続
の
適
法
性
は
「
法
益
と
の
か
か
わ

13 

り
で
は
必
検
的
な
帰
結
で
は
な
い
」
と
指
摘
す
る
。

京
藤
前
註

(8)
三
七
六
l
一
ニ
七
七
頁
参
照
。

14 

な
お
、
京
都
地
判
昭
和
五
八
年
人
月
一
日
〈
刺
殺
月
報
一
五
巻
七
M
g
人
号
三
人
七
頁
u

は
「
鍛
売
等
の
主
体
が
画
家
ま
た
は
公
共
団
体

で
あ
る
関
係
上
、
特
に
そ
の
公
正
を
保
持
す
る
こ
と
が
要
諒
さ
れ
る
た
め
そ
の
公
主
を
害
す
る
危
険
の
あ
る
行
為
を
取
締
る
」
必
要
が

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、

「
一
私
入
た
る
入
札
者
が
自
由
に
入
札
を
骨
い
う
る
こ
と
に
基
づ
く
経
済
的
利
益
」
は
反
射
的
効
果
に
す
ぎ
な
い

と
判
ロ
不
し
て
い
る
。
本
判
決
は
た
し
治
に
公
務
侵
害
説
に
貌
和
的
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
判
決
は
保
護
法
益
M
V

「貌

売
入
札
の
公
正
」
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
、
そ
の
要
保
語
性
が
公
の
銭
発
見
札
の
ほ
う
が
よ
り
商
い
こ
と
を
迩
ぺ
る
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
。
ぞ
れ
ゆ
え
「
公
正
」
の
意
携
の
理
解
の
し
か
た
に
よ
れ
ば
、
他
の
立
場
か
ら
の
合
理
化
も
可
能
で
あ
る
よ
う
仁
も
恩
わ
れ
る
。
ま

15 

た
、
結
右
打
者
毎
剰
益
侵
害
説
の
「
喝
行
者
停
」
を
入
札
に
お
け
る
国
ま
た
路
公
共
団
体
、
健
禿
に
お
け
る
債
権
者
債
務
者
ド
限
定
し
て

考
え
る
の
で
あ
れ
ば
こ
の
立
樋
治
ら
も
え
札
参
加
者
の
不
利
益
は
重
要
視
き
れ
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
1

た
と
え
ば
健
康
保
険
訟
に
基
づ
〈
健
康
保
険
組
合
炉
実
績
す
る
入
札
は
そ
れ
が
公
務
と
評
価
で
き
な
い
こ
と
か
ら

「
公
の
入
札
」



回思庇跨纏学法戸神

に
該
当
し
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
東
京
高
利
昭
和
一
二
六
年
士
一
月
一
一
一
日
(
合
同
刑
集
一
四
巻
二
号
七
七
買
)
参
照
。

" ) 

平
川
宗
信
「
刑
法
各
置
(
一
九
九
五
)
五
二
人
買
が
、
公
務
侵
害
説
は
「
係
電
語
益
の
実
質
を
説
明
し
え
な
い
」
と
指
摘
す
る
点

ま
P
1
E藤
前

註

(
8〉
三
一
七
二
頁
が
「
公
務
の
実
質
的
内
容
を
な
す
一
定
の
利
益
の
侵
害
と
関
連
づ
け
る
こ
と
が
で
き
て
は
じ
め
て

刑
法
の
利
用
が
正
当
化
さ
れ
る
」
と
述
ぺ
る
の
も
同
趣
旨
で
あ
ろ
う
1

" 〕

な
お
自
力
執
行
力
の
付
与
さ
れ
て
い
な
い
公
漉
な
ど
、
威
力
偽
計
に
対
し
て
も
保
護
す
る
必
要
の
あ
る
公
務
は
業
務
に
含
ま
れ
。

そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
業
務
妨
番
罪
の
惇
穫
の
対
象
に
も
な
り
う
る
と
解
し
た
場
合
(
た
と
え
ば
西
国
前
註

(1)
一
一
七
頁
鼠
下
、
山

口
厚
『
問
題
傑
究
刑
会
各
声
」
(
一
九
九
九
)
二
七
O
頁
以
下
を
参
照
)
偽
計
威
力
に
よ
っ
て
公
の
鶴
売
入
札
を
妨
害
し
た
場
合
、
論

理
的
に
は
業
務
妨
害
掘
の
成
虫
可
能
性
を
排
除
し
得
な
い
こ
と
に
な
る
e

こ
の
点
に
つ
い
て
、
大
塚
編
前
註

(2)
〔
河
上

E
久
木
元
〕

二
三
一
頁
は
続
完
入
札
鈎
客
婦
が
業
務
妨
包
害
罪
の
特
別
罪
で
あ
る
と
い
う
見
地
か
ら
業
務
妨
害
原
の
適
用
を
排
除
す
ぺ
き
と
主
語
す

る
が
法
定
刑
の
上
限
を
比
較
す
る
と
業
務
妨
賓
易
の
ほ
う
が
高
い
た
め
、
特
別
法
と
い
う
説
明
記
γコ
げ
で
十
分
な
根
拠
と
な
り
う
一
る
の
か
、

な
お
疑
問
が
残
る
。
こ
の
抱
じ
つ
い
て
は
、
き
ら
に
後
註
(
お
)
を
多
照
さ
れ
た
い
。

18 

同
旨
の
も
の
と
し
て
.
平
川
前
柱
(
謁
)
豆
二
人
買
参
照
。
ま
7
1
賀
町
前
詮

(1)
が
本
揮
の
保
鰻
法
益
と
し
て

発
ま
た
は
入
札
が
参
加
着
の
公
主
か
つ
自
由
な
鈍
争
に
お
い
て
仔
わ
れ
る
こ
と
に
よ
旬
、
債
権
者
や
鏡
売
入
札
施
存
者
の
利
益
が
摘
保

さ
れ
る
と
い
う
公
の
続
発
入
札
制
度
の
機
能
」
と
理
解
し
て
い
る
点
‘
ま
た
大
谷
賓
『
刑
法
各
論
の
重
要
問
題
〔
新
版
〕
』
(
一
九
九

二
四
五
九
買
が
「
本
罪
は
経
省
飯
争
の
公
正
さ
を
担
保
す
る
た
め
の
犯
罪
」
と
述
ぺ
る
の
も
岡
趣
包
闘
で
あ
ろ
っ
。

「
公
の
鏡

19 

三
一
好
前
詮
{

6

)

(

法
曹
時
報
)

一
九
九
頁
以
下
多
照
@

m 

た
と
え
ば
小
学
校
の
改
装
工
事
に
つ
い
て
、
敷
札
価
格
に
最
も
近
い
入
札
者
を
落
札
者
色
す
べ
き
厳
争
入
札
に
お
い
て
験
札
価
格
の

決
定
に
関
与
し
て
い
た
被
告
入
が
、
特
定
の
入
札
者
の
み
に
右
敷
社
福
懲
乞
内
訴
し

f雨
雲
例
(
最
決
昭
和
三
七
年
一
一
月
九
目
刑
集
一
大
巻
一
一

号
五
四
頁
)
。



21 

た
と
え
白
指
名
級
争
入
札
に
於
い
て
自
己
の
畿
管
す
る
会
祉
が
こ
れ
を
落
札
す
る
た
め
、
他
の
指
名
業
者
に
対
し
、
自
社
を
落
札
者

主
す
る
鮫
舎
を
堵
ち
か
け
、
こ
れ
に
応
じ
な
か
っ
た
会
社
の
代
表
取
締
役
に
対
し
、
右
談
合
に
応
じ
る
よ
う
に
脅
迫
し
た
事
例
〈
最
決
昭

和
五
八
年
五
月
九
日
出
町
議
三
七
巻
岡
号
困
O
一
貫
づ

た
と
え
ば
福
岡
地
判
平
底
二
年
二
月
二
一
日
〈
判
例
時
線
二
二
三
九
号
一
四
三
頁
て
岡
山
地
判
平
成
二
年
固
月
二
五
目
(
判
例
時
報

鍛売入札制害罪における『公正金書すべき行為」の意提

22 

=
三
一
千
九
号
二
幽
=
ニ
頁
)
、
机
鉱
山
地
判
平
成
三
一
年
一

O
月
一
一
一
一
一
日
(
金
融
法
務
事
情
一
三
二
九
号
三
七
頁
)
。

23 

た
と
え
ば
京
藤
前
註

(8)
三
七
回
貢
は
、
鍛
争
侵
害
誕
の
立
場
か
ら
は
続
発
入
札
妨
害
瞭
と
不
正
談
合
罪
の
渉
丞
を
「
統
一
的

に
理
解
で
き
る
」
b
c

指
揃
し
て
い
る
。

24 

な
お
、
相
場
操
縦
罪
〈
証
券
取
引
起
一
五
九
条
二
項
一
号
後
段
)
に
お
い
て
は
「
宥
儲
益
事
の
禿
買
取
引
与
を
議
引
す
る
H
的
」
(
誘

引
目
的
)
を
も
っ
て
「
当
該
有
価
証
券
等
の
相
場
を
変
動
さ
せ
る
べ
き
-
速
の
有
価
証
券
の
売
買
取
引
尋
」
〈
変
動
取
引
)
を
す
る
こ

と
が
処
罰
さ
れ
て
い
る
が
‘
同
罪
の
解
釈
論
に
お
い
て
も
、
主
観
的
側
函
で
あ
る
「
組
問
引
目
的
」
を
限
定
的
に
理
解
す
る
立
場
に
対
し
て
、

逆
に
、
客
観
的
行
均
態
様
で
あ
る
「
変
動
取
引
」
の
意
義
金
限
定
的
に
解
釈
き
れ
る
試
み
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
芝

原
邦
爾
「
繍
場
操
縦
罪
に
お
け
る
「
誘
引
目
的
E
松
尾
満
也
ほ
か
編
『
刑
事
法
学
の
E
Vぽ
的
状
況
内
藤
誠
先
生
古
稀
祝
賀
』
二
九
九

四
)
コ
三
三
買
以
下
、
同
「
協
同
飼
斜
相
場
操
縦
事
件
聖
商
鍛
決
定
」
ジ
品
リ
ス
ト
一

O
六
三
号
(
一
九
九
五
)
六
三
頁
以
下
を
参
照
。

ro 

担
保
植
の
実
行
の
た
め
の
不
動
産
磁
亮
手
偏

担
保
権
の
実
存
の
た
め
の
不
動
産
競
売
の
手
続
は
、
民
事
執
行
法
一
人
人
条
に
よ
っ
て
不
動
産
の
強
制
緩
売
の
手
続
を
章
用
す
る

か
た
ち
で
規
定
さ
れ
て
い
る
。
不
動
産
の
鏡
売
開
始
の
開
始
は
、
担
保
権
者
が
法
定
の
手
続
開
始
文
書
(
民
事
執
行
法
一
人
一

I
、
本

節
の
以
下
の
記
述
に
お
い
て
条
文
の
み
を
示
す
場
合
は
民
事
執
有
法
を
指
す
も
の
と
す
る
)
を
提
出
し
、
競
売
を
申
し
立
て
る
こ
と
に

よ
っ
て
始
め
ら
れ
る
。
執
行
裁
判
所
は
傘
立
て
を
適
法
と
認
め
る
場
合
に
は
競
売
開
始
決
定
を
行
い
、
そ
の
開
始
決
定
に
お
い
て
償



5‘ 
権
者
の
た
め
に
不
動
産
を
差
し
押
さ
え
る
旨
を
宣
言
す
る
(
一
八
八
、
四
五
I
o
な
お
、
以
下
の
引
用
で
は
一
八
八
条
の
引
用
は
省
略

す
る
)a
競
売
開
始
決
定
は
債
務
者
に
送
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(
四
五
E
)
。
裁
判
長
所
書
記
官
は
、
直
ち
に
当
該
才
動
産
に
関
す

る
差
押
え
の
歪
記
を
嘱
託
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(
四
八
1
)
。
開
始
決
定
が
債
務
者
に
送
達
さ
れ
た
段
階
、
差
押
え
の
受
記
が
な
き

れ
た
段
階
、
い
ず
れ
か
の
早
い
段
崎
で
差
押
え
の
効
力
が
生
ず
る
(
園
大

I
)。
そ
の
後
、
裁
判
所
は
配
当
要
求
の
終
期
を
定
め
る
ほ

か
(
四
九
I
)
、
債
務
者
ま
た
は
不
動
産
の
占
有
者
が
「
不
動
産
の
価
格
を
著
し
く
減
少
す
る
行
為
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
行
為
」
{
価

値
情
減
少
行
為
等
)
を
し
た
場
合
に
は
売
却
の
た
め
の
保
全
処
分
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
(
五
孟
)
。

つ
づ
い
て
教
科
量
判
所
は
買
受
人
に
不
測
の
損
害
を
与
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
執
行
官
に
対
し
て
不
動
産
の
形
状
、
占
有
関
係

そ
の
他
の
現
況
に
つ
い
て
調
査
を
命
じ
る
(
豆
七
I
)
。
執
存
官
に
は
強
制
カ
の
裏
付
け
を
持
っ
た
(
一
九
大
中
を
参
照
)
対
象
不
動

産
へ
の
立
入
権
、
質
問
機
、
文
書
提
示
鱒
求
権
が
認
め
ら
れ
て
お
旬
(
豆
七
E
)
、
現
況
調
査
報
告
書
を
作
成
し
、
そ
れ
を
執
行
裁
判

所
に
提
出
す
る
(
民
事
執
行
規
則
一
七
三
ー
が
準
用
す
る
同
規
則
三
九
I
E。
以
下
で
は
一
七
三
ー
条
一
項
の
引
用
は
省
略
す
る
。
ま
た
、

民
事
執
行
規
則
は
「
規
則
」
と
し
て
引
用
す
る
)
。

一
方
執
行
裁
割
所
は
評
価
入
会
選
任
し
、
不
動
産
の
評
価
を
命
ず
る
(
五
人
I
)
。
評
価
人
は
不
動
産
の
評
価
額
な
ど
を
記
徹
し

た
評
価
書
を
作
成
し
こ
れ
を
執
行
裁
判
所
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(
規
則
三
O
I
E
)
固
執
行
裁
判
訴
は
こ
れ
ら
仁
基
づ
き
、

最
低
売
却
価
格
を
決
定
し
た
よ
(
大
O
I
)
、
不
動
産
の
表
示
、
不
動
産
を
め
ぐ
る
売
却
条
件
を
配
殺
し
た
物
件
明
細
書
を
作
成
す
る

完
二
三
こ
の
過
程
に
お
い
て
は
、
執
存
裁
判
所
自
身
が
必
要
と
認
め
る
k
き
に
は
、
債
務
者
、
占
有
者
、
そ
の
他
の
参
考
人
に
対

し
て
審
尋
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
(
五
)
白
こ
の
よ
う
に
し
て
作
成
さ
れ
た
物
件
明
細
書
、
現
況
調
査
報
告
書
、
肝
価
奮
の
こ
と
を
、

rux 詑雑学法戸神

一
般
に
「
=
一
点
セ
y
ト
」
と
呼
ん
で
い
る
。

言か

1i 
一刻
般の

F f 
供ぴ

主書
士主
主号

Ei 
i ? 
写発

u 
所在

ii 



館ヲ宅入札幼害罪における『公正を容すべき行為」の意義

な
い
(
犬
二
、
六
四
工
、
錦
則
三
ご
。
売
却
方
法
に
は
入
札
h
C
競
り
売
り
が
お
り
、
執
行
裁
判
所
の
定
め
た
方
法
に
よ
っ
て
行
わ
れ

る
(
犬
陣
)
。
入
札
に
は
、
入
札
期
日
に
直
ち
に
開
札
を
す
る
期
日
入
札
と
、
入
札
期
間
を
定
め
、
そ
の
期
間
に
入
札
を
さ
せ
、
開
札

期
日
に
閥
抗
を
行
ワ
期
間
入
札
が
あ
る
。
執
従
量
判
訴
が
期
間
入
札
の
方
法
を
と
る
場
合
に
は
、
入
札
血
閑
(
一
週
開
以
上
一
月
以
内

の
範
囲
内
)
開
札
期
日
(
入
札
期
間
満
了
後
一
週
間
以
内
)
、
売
却
決
定
期
日
(
原
則
と
し
て
開
札
期
目
後
一
週
間
以
内
)
を
定
め
る

(
規
制
四
六
。
以
下
で
は
、
期
聞
入
札
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
)
。

不
動
産
の
買
受
け
の
申
し
出
を
し
よ
う
一
と
す
る
者
は
、
執
行
裁
判
所
が
定
め
る
額
(
原
則
と
し
て
最
低
売
却
価
格
の
一

O
分
の
ニ
で

あ
る
。
規
則
三
九
I
E
)
お
よ
び
方
法
(
規
則
四
O
参
照
)
に
よ
っ
て
保
証
を
提
供
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
(
六
六
)
。
債
務
者
自
身

は
買
受
け
の
申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
(
六
八
三

開
札
が
終
わ
っ
た
と
き
、
執
行
官
は
最
高
価
男
受
申
出
入
を
定
め
、
そ
の
氏
名
等
お
よ
ぴ
入
札
価
嵩
を
告
げ
、
か
っ
、
次
扇
位
買
受

け
の
由
甲
山
田
(
六
七
)
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
入
札
人
が
い
る
場
合
に
は
、
次
順
位
買
受
け
の
取
し
闘
を
催
告
す
る
(
鏡
則
周
一

E
)
。

そ
の
後
、
執
有
裁
判
所
は
売
却
決
定
期
百
を
開
き
、
売
却
の
許
可
ま
た
は
不
許
可
を
言
い
渡
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
(
大
九
)
。
そ
の

際
、
利
害
関
係
を
有
す
る
者
は
売
却
決
定
期
日
に
お
い
て
意
見
を
陳
述
す
る
こ
と
が
で
き
る
(
七
O
Y
最
高
価
買
受
市
出
入
が
不
動

産
を
買
い
受
け
る
資
格
ま
た
は
能
力
を
有
し
な
い
場
合
、
競
売
手
続
に
重
大
な
誤
り
が
あ
る
場
合
に
は
売
却
不
許
可
決
定
が
下
さ
れ
る

が
(
七
二
、
そ
れ
以
外
の
場
合
に
は
売
却
併
可
決
定
が
下
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
決
定
は
確
定
に
よ
っ
て
効
力
が
生
ず
る
(
七

回
V
Y

関

売
却
許
可
決
定
の
確
定
に
よ
っ
て
、
最
高
価
買
受
申
出
入
は
買
受
人
の
地
位
を
取
得
す
る
。
そ
し
て
買
受
人
は
、
敷
布
裁
判
所
の
定

め
る
期
限
ま
で
に
〈
規
則
五
六
ー
に
よ
れ
ば
売
却
許
可
決
定
か
ら
-
月
以
内
で
あ
る
)
そ
の
代
金
を
執
有
家
判
断
に
納
付
し
な
く
て
ほ

な
ら
な
い
(
七
人
I
)。
代
金
納
付
に
よ
っ
て
買
受
人
は
不
動
産
を
取
得
す
る
が
(
七
九
て
代
金
を
納
付
し
な
い
場
合
に
は
売
却
許

可
決
定
は
そ
の
効
力
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
楊
合
買
受
入
は
提
供
し
た
保
証
の
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
(
八
O
I
1



$ 

さ
ら
に
、
買
愛
人
と
な
"
な
が
ら
代
金
を
納
付
し
な
か
っ
た
者
は
、
そ
の
後
の
当
該
不
動
産
の
蛾
売
手
続
に
お
い
て
、
売
却
許
可
決
定

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
(
七
一
④
旦
。
買
受
人
の
代
金
不
納
付
の
場
合
、
次
順
位
買
受
階
白
人
が
い
る
織
合
に
は
、
そ
の

者
に
つ
い
て
売
却
許
可
不
許
可
の
決
定
を
下
す
こ
と
に
な
る
(
入
O
E
Y

そ
れ
で
は
、
最
高
裁
の
二
つ
の
判
例
を
繁
材
ど
し
た
検
討
に
移
る
こ
と
に
し
た
い
。

25 

さ
ら
に
・
入
札
ま
た
は
鍛
り
売
り
を
実
施
し
た
が
遥
桂
信
な
買
受
取
出
が
な
か
っ
た
場
合
に
つ
い
て
補
充
的
令
書
冗
却
方
法
と
し
て
特
別

売
却
命
令
が
認
め
ら
れ
て
い
る
〈
芳
則
五
二
。

XllX 官率雑

賃
貸
幡
契
約
の
仮
畿
と
鶴
売
入
札
妨
害
罪
(
且
思
決
平
成
一

O
年
七
月
四
日
刑
黛
五
二
拳
玉
号
云
一
四
三
賀
)

事
案
お
よ
ぴ
判
旨

(1)

事
業

債
務
者
A
は
、
そ
の
債
務
の
返
梼
に
窮
す
る
よ
っ
に
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ

A
所
有
の
土
地
建
物
二
件
に
つ
い
て
の
根
抵
当
権
者

で
あ
る
Y
の
根
抵
当
権
の
空
行
と
し
て
競
売
開
始
決
定
が
な
さ
れ
、
当
骸
土
地
建
物
が
釜
抑
え
ら
れ
た
。

A
は
B
、
C
ら
と
相
談
し
、

続
強
開
始
以
前
よ
り
本
件
土
地
建
物
を
短
期
@
局
面
惜
の
期
間
の
限
度
で
そ
れ
ぞ
れ
B
、

cド
賃
貸
し
て
い
た
こ
と
に
し
て
、
最
低
売

却
価
絡
を
引
き
下
げ
て
自
己
が
競
落
す
る
か
あ
る
い
は
麓
売
を
取
町
下
げ
さ
せ
て
Y
と
の
佳
意
売
買
に
持
ち
込
む
こ
と
ド
つ
い
て
の

共
謀
を
遂
げ
た
e
弁
護
土
で
あ
っ
た
被
告
人
X
は
こ
の
共
謀
の
現
場
に
同
席
し
て
お
り
意
昆
を
求
め
ら
れ
た
の
に
対
し
て
、
賃
貸
借

契
約
の
締
結
目
を
遡
及
さ
せ
る
こ
と
は
違
法
だ
と
の
見
解
を
示
し
た
も
の
の
、
ぞ
れ
以
上
の
異
論
を
と
な
え
る
こ
と
な
く
、

A
の
顧
問

弁
護
士
に
就
証
し
た
。
そ
し
て

B
、
C
に
よ
っ
て
本
件
土
地
建
物
に
関
す
る
鹿
偽
の
賃
貸
借
契
約
書
が
作
成
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
徳
島
地
設
が
本
件
物
件
に
つ
い
て
入
札
期
間
を
定
め
、
期
間
入
札
の
方
法
に
よ
る
売
却
実
施
命
令
を
発
し
た
の
に
対
し
て
、

回

学

1 
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被
告
人
X
は
A
の
代
理
人
と
し
て
、
「
本
件
聾
元
凶
暴
件
の
目
的
物
件
に
つ
い
て
は
、
添
付
の
契
約
書
の
と
お
り
既
に
他
仁
賃
貸
し
て

い
る
の
で
こ
の
点
を
調
査
さ
れ
た
い
」
旨
の
上
申
書
を
作
成
し
右
契
約
書
-
一
週
の
写
し
と
。
と
も
に
、
こ
れ
を
鄭
送
提
出
し
た
ロ
こ
れ

を
受
け
て
、
徳
島
地
裁
は
再
度
、
現
況
調
査
を
待
わ
せ
る
た
め
、
前
記
発
却
実
施
命
令
を
鴨
川
ふ
り
消
し
た
?
ぇ
、
右
賃
貸
契
約
奮
の
但
畿

内
容
に
つ
い
て
、

x、
B
ら
を
書
留
に
よ
り
審
尋
し
た
。

第
一
容
は
被
告
人
X
と
A
、
B
、
C
ら
と
の
共
謀
を
罷
め
た
う
え
、
執
行
設
塑
所
に
対
し
て
よ
申
書
等
を
提
出
し
た
行
為
を
「
罪
と

な
る
べ
き
事

et
に
掲
げ
偽
計
競
売
入
札
妨
害
罪
の
成
立
を
認
め
た
。

原
審
も
、
「
被
告
人
の
本
性
行
為
は
、
入
札
希
望
者
を
減
少
さ
せ
、
本
件
続
苦
手
続
も
遣
軍
さ
せ
、
続
売
価
絡
も
低
下
き
せ
る
事
態

を
招
来
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
」
る
と
し
て
本
件
行
為
は
「
続
売
の
公
正
を
害
す
べ
き
行
為
」
に
当

iii 

2 

判
旨

「
被
舎
人
は
徳
島
地
方
裁
判
所
が
不
動
産
盤
売
の
開
始
決
定
を
し
た
A
ら
所
有
の
土
地
建
物
に
つ
い
て
、
そ
の
売
却
の
公
正
な

実
施
一
を
阻
止
し
よ
う
一
と
金
て
、
同
裁
判
所
仁
対
し
、
賃
貸
語
契
約
が
存
在
し
な
い
の
に
あ
る
よ
う
に
装
い
、
右
土
地
建
物
は
既
に
他
に

質
面
さ
れ
て
い
る
の
で
取
調
ぺ
を
要
求
す
る
旨
の
上
申
書
と
と
も
に
:
鎗
売
開
始
決
定
よ
り
前
に
短
期
賃
貸
借
が
締
結
さ
れ
て
い
た

旨
の
内
容
虚
偽
の
各
賃
貸
借
契
約
書
写
し
を
提
出
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
被
告
人
に
刑
法
九
六
条
の
三
第
一
項
所
定
の
偽
計
に

よ
る
競
売
入
札
妨
害
罪
が
成
立
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
こ
れ
と
同
旨
の
原
判
決
の
判
断
は
、
正
当
で
あ
る
。
」

" 
2 

畿
争
原
理
侵
害
性
の
実
質
的
内
容
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鎌
売
入
札
妨
害
罪
の
成
立
を
認
め
る
た
め
に
は
、
被
告
人
の
本
件
特
為
が
鏡
売
入
札
の
「
公
正
を
害
ず
べ
き
」
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
点
仁
凋
し
、
最
高
哉
は
特
に
理
由
を
示
す
こ
と
な
く
本
罪
の
成
立
を
認
め
て
い
る
が
、
原
審
は
「
被
告
人
の
本
件
特

為
は
、
入
札
希
望
者
を
減
少
さ
せ
本
件
続
鳶
若
手
続
も
遅
延
さ
せ
、
邸
周
売
価
格
も
低
下
さ
せ
る
事
態
を
招
来
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の

で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
」
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、
本
性
行
為
が
「
競
売
の
公
正
を
害
す
べ
き
行
為
」
に
聖
割
ず
る
旨
を
判
断
し

て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
公
正
を
害
す
べ
き
行
渇
」
か
否
か
の
判
断
要
素
と
し
て
、
由
入
札
希
望
者
の
減
少
、
②
蛾
売
手
続
の
遅
延
@

艶
売
価
格
の
低
下
と
い
う
事
態
を
招
く
お
そ
れ
を
老
議
し
た
わ
け
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
原
判
決
が
並
列
的
に
列
挙
し
た
三
つ
の
事
緩
は
、
お
の
お
の
別
個
独
立
の
事
実
で
あ
り
、
そ
の
惹
起
が
必
然
的
に
連
動

し
て
く
る
わ
け
で
は
な
い
。
ぞ
れ
ゆ
え
、
た
と
え
ば
鏡
士
君
子
続
は
何
ら
遅
延
し
な
い
が
入
札
希
望
者
は
減
少
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合

ゃ
.
続
し
売
手
続
は
星
証
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
が
競
売
価
格
が
下
落
す
る
お
そ
れ
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
な
ど
、
上
記
の
三
要
素
の
う
ち

の
い
ず
れ
か
が
欠
け
る
場
合
も
十
分
に
考
‘
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
場
合
に
裁
判
討
が
い
か
な
る
判
断
を
す
る
の
か
は
必
ず

皿蕗維~ 法

し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
ま
ず
は
こ
の
点
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
た
い
。

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
保
護
法
益
論
に
関
す
る
鏡
争
侵
害
鋭
の
立
場
か
ら
は
、
「
公
正
を
害
す
ぺ
き
行
為
」
と
は
、
競
争
制
度
の
公

早
を
実
質
的
に
侵
害
す
る
行
為
か
否
か
と
い
う
観
点
か
ら
判
断
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
本
決
定
の
調
査
を
担
当
き
れ
た
一
一
一
好
一
幹
夫
調
査

一-a)

禽
が
競
売
入
札
の
基
本
理
念
と
し
て
「
競
争
原
理
」
を
強
調
さ
れ
る
の
も
こ
れ
ど
同
趣
旨
で
あ
ろ
う
一
。
担
保
権
の
実
行
の
た
め
の
鏡
売

手
続
に
即
し
て
具
体
的
に
考
え
て
み
る
と
、
餓
争
制
度
の
公
平
と
は
不
特
定
多
数
の
者
が
、
自
発
的
に
入
札
に
参
加
す
る
か
吾
か
を

決
定
し
、
ま
た
入
札
に
参
加
し
P弱
合
に
も
施
行
者
か
ら
差
別
的
待
遇
を
受
け
る
こ
ど
な
く
、
自
由
な
意
思
決
宅
ド
基
づ
い
て
自
己

の
入
札
価
格
を
提
苦
し
、
そ
れ
ら
を
客
観
的
に
比
較
す
る
と
と
に
よ
っ
て
落
札
価
格
が
形
成
さ
れ
る
と
い
う
点
に
認
め
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
価
格
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
に
介
入
し
、
そ
れ
を
不
当
に
ゆ
が
め
る
行
為
が
「
競
争
原
理
」
を
侵
害
す
る
お
そ

れ
の
あ
る
行
為
に
あ
た
る
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
e

逆
に
言
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
お
そ
れ
が
認
め
ら
れ
な
い
限
旬
、
本
需
に
い
う
「
公

戸神
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正
」
は
お
よ
そ
侵
害
さ
れ
得
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
と
、
原
審
が
指
摘
し
た
事
実
の
う
ち
、
③
議
売
手
続
の
遅
延
ぞ
れ
自
体
は
、
続
争
原
理
の
実
質
的
侵
害
と
は

肝
価
で
き
な
い
よ
う
に
恩
わ
れ
話
。
保
護
法
益
論
に
お
い
て
、
公
務
侵
害
訴
的
な
理
解
に
立
脚
し
、
本
罪
の
公
務
執
行
妨
害
一
罪
的
な
罪

質
を
強
調
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
円
滑
か
っ
迅
速
な
手
続
を
阻
害
す
る
行
為
金
般
に
つ
い
て
本
罪
の
成
立
を
認
め
る
こ
と
が
可
能
か
も
し

き

れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
璽
先
入
札
手
続
が
量
霊
す
る
こ
と
は
全
て
の
入
札
参
加
者
仁
共
通
の
事
態
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
こ
と
だ
け

き

を
理
由
と
し
て
、
た
だ
ち
に
競
争
原
理
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
と
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
買
委
希
望

者
が
資
金
繰
り
を
つ
け
る
た
の
に
競
売
字
続
を
還
重
さ
せ
る
よ
う
な
場
合
は
、
た
し
か
仁
手
続
の
遅
延
ド
よ
っ
て
続
争
恵
理
の
侵
害
が

も
た
ら
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
こ
の
よ
う
な
事
態
が
手
続
の
遅
延
に
つ
ね
に
随
伴
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
手
織
の
零
弘
に

よ
っ
て
、
当
事
者
間
の
不
公
平
が
現
実
化
し
う
る
お
そ
れ
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
じ
め
て
そ
れ
は
競
争
原
理
の
侵
害
を
意
味
す
る

よ
う
に
恩
わ
れ
る
ロ
も
ち
ろ
ん
銚
売
手
続
を
円
滑
に
選
有
す
る
利
益
が
お
よ
そ
保
護
さ
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な

畠
}

が
ら
、
そ
の
よ
う
な
利
益
は
む
し
ろ
、
公
務
執
行
妨
害
罪
や
業
麓
妨
害
罪
で
捕
捉
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
競
争
庫
理
の
侵
害
の
存
甚
に
着
目
す
る
と
、
宮
様
売
価
絡
の
下
落
も
、
つ
ね
に
そ
の
実
質
的
侵
害
と
し
て
評
価
さ
れ
る

わ
け
で
低
な
い
で
あ
ろ
う
。
債
権
者
債
務
考
個
人
の
利
益
侵
害
k
い
う
観
点
か
ら
は
璽
冗
価
格
の
下
落
は
問
題
視
さ
れ
る
で
あ
ろ
う

が
、
ぞ
れ
が
必
然
的
に
入
札
参
加
者
聞
に
お
け
る
公
平
な
鏡
争
の
図
書
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
債
務
者
が
、
抵
当
目

的
物
の
価
値
を
減
少
さ
せ
る
行
為
に
出
た
場
合
、
そ
の
行
為
に
よ
っ
て
競
売
価
絡
の
下
落
が
招
来
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
(
強
制
執
符

妨
害
罪
な
ど
別
罪
の
成
立
は
別
倫
と
し
て
)
そ
れ
だ
け
を
根
拠
に
本
罪
の
成
立
を
肯
定
す
べ
き
で
は
な
い
。
入
札
参
加
者
が
抵
当
目
的

物
の
価
値
の
下
落
を
客
観
的
に
判
断
し
、
そ
れ
に
見
合
言
つ
入
札
価
格
を
鑓
2

示
し
た
結
果
と
し
て
競
売
価
格
が
決
定
き
れ
る
の
で
あ
れ

ば
、
当
事
者
閣
の
鏡
争
の
公
平
は
、
な
お
維
持
さ
れ
て
い
る
と
評
価
し
う
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
鏡
兜
面
格
の
下
落
と
い
う
事

績
も
、
ゐ
〈
ま
で
も
続
争
制
度
の
公
平
め
実
質
的
侵
害
を
経
由
し
て
、
も
た
ら
さ
れ
な
〈
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
た

回
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と
え
ば
本
来
な
ら
ば
入
札
を
希
望
し
た
で
あ
ろ
う
者
が
入
札
を
見
送
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
り
、
あ
る
い
は
、
本
来
入
札
し
た
い
価

格
よ
り
も
低
い
価
格
で
入
札
す
る
よ
う
な
意
思
決
定
に
務
引
な
い
し
強
制
さ
れ
た
結
果
と
し
て
、
落
札
価
格
が
下
落
し
た
場
合
に
限
っ

て
、
競
争
原
理
は
実
質
討
に
侵
害
さ
れ
た
と
野
衝
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
理
解
は
①
入
札
希
望
者
の
減
少
と
い
う
事
態
に

つ
い
て
も
同
様
に
妥
当
す
る
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
(
正
常
型
〉
短
期
賃
貸
借
を
設
定
ず
る
な
ど
、
抵
当
目
的
物
の
価
値
が
客
観
的
に

下
落
し
た
場
合
、
最
低
売
却
価
額
ど
の
兼
ね
合
い
で
、
入
札
語
望
者
が
減
少
す
る
こ
と
も
不
自
然
な
こ
と
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
と
の

よ
う
な
客
観
的
な
価
値
の
減
少
は
ま
さ
し
く
買
受
希
望
者
呈
員
に
共
通
の
事
態
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
買
受
希
望
者
は
状
況
を

E
確
に
調
停
麗
し
つ
つ
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
入
札
を
断
念
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
自
体
は
競
争
原
理
を
侵
害
す
る
も
の
と
は
い

{事

え
な
い
で
あ
ろ
う
a

銚
争
原
理
を
保
護
法
益
と
理
解
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
あ
く
ま
で
も
、
岳
入
札
希
望
者
の
減
少
、
③
滋
売
価
格
の
下

落
と
い
う
事
般
も
当
華
自
の
公
平
な
撃
を
阻
害
し
た
り
、
そ
の
意
思
形
成
を
査
当
に
歪
曲
す
る
か
た
ち
で
現
実
化
さ
れ
な
く
て

温A誌雑学

は
な
ら
な
い
。

法戸

危
険
性
判
断

本
件
被
告
人
の
行
渇
の
よ
う
に
、
日
付
を
遡
及
さ
せ
て
、
実
証
の
全
く
伴
わ
な
い
虚
偽
の
賃
貸
借
契
約
書
を
作
成
し
た
上
で
そ
れ

が
あ
た
か
も
真
正
な
賃
貸
借
で
あ
る
か
の
よ
う
に
偽
っ
て
、
裁
判
所
に
上
申
書
を
提
出
す
る
行
為
が
「
偽
針
」
に
該
当
す
る
こ
し
と
は
お

そ
ら
く
疑
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
続
発
入
札
妨
害
罪
が
成
立
す
る
か
否
か
は
、
本
件
特
お
に
競
争
原
理
侵
害
性
が
認
め
ら
れ

る
か
に
依
存
し
て
〈
る
こ
と
に
な
る
。
本
件
被
告
人
の
行
為
は
盛
偽
の
賃
貸
借
契
約
書
の
提
出
行
為
仁
よ
っ
て
、
他
の
入
札
希
望
者
の

意
思
決
定
に
介
入
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
既
に
途
ぺ
た
競
争
原
理
の
実
体
的
側
面
に
か
か
わ
る
事
件
で
あ
る
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
。
そ
れ
ゆ
え
既
に
述
べ
た
よ
う
に
他
の
買
受
希
望
著
の
意
思
形
成
過
程
を
一
定
の
方
向
へ
人
為
的
に
誘
引
す
る
も
の
か

否
か
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

3 

神



健莞入札妨害罪仁おける『公正を害すぺき行為」の意義

従
来
の
下
級
審
裁
判
例
に
お
い
て
は
・
競
売
開
始
決
定
後
、
虚
偽
の
賃
貸
借
契
約
を
締
結
し
‘
そ
れ
を
仮
登
記
し
、
現
況
調
査
担
当

の
執
行
官
に
対
し
、
賃
借
権
に
基
づ
い
て
占
有
し
て
い
る
旨
の
虚
偽
の
事
実
を
申
し
立
て
た
事
例
に
つ
い
て
、
髄
禿
入
札
妨
害
罪
の
成

立
が
認
め
ら
れ
て
い
話
。
た
し
か
に
、
こ
れ
ら
の
事
例
に
お
い
て
は
、
一
般
の
買
受
希
望
者
は
短
期
質
量
倦
の
負
担
付
き
の
物
権
で
あ

る
こ
と
を
前
提
と
し
つ
つ
鍵
売
に
参
加
し
な
く
て
は
な
ら
ず
そ
の
意
味
で
候
っ
た
情
報
に
誘
引
さ
れ
て
意
思
形
成
を
骨
わ
ざ
る

を
得
な
時
。
ま
た
、
か
り
に
賃
借
入
と
特
別
の
関
係
が
あ
旬
、
そ
の
貧
債
権
が
虚
偽
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
毘
識
し
て
お
り
、
そ
の
解

消
が
容
易
に
育
能
な
者
が
錨
V
4
河
に
参
加
し
た
場
合
、
そ
の
者
は
こ
の
賃
貸
借
を
ま
っ
た
く
度
外
視
し
て
、
適
切
な
価
格
で
入
札
す
る
意

思
形
成
が
可
能
な
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
点
で
も
鏡
争
原
理
の
公
平
さ
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
叫
巴
ぞ
れ
ゆ
え
、
こ

れ
ら
の
下
級
審
議
判
例
が
本
罪
の
成
立
を
肯
定
し
た
こ
と
は
、
ま
さ
し
く
正
当
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

そ
れ
で
は
本
決
定
も
こ
れ
ら
の
延
長
線
上
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
苓
件
に
お
い
て
は
被
告
人
は
虚
偽
の
賃
貸

借
契
約
書
の
写
し
と
上
申
書
を
提
出
し
た
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
下
級
審
の
よ
う
に
、
執
行
官
を
し
て
虚
偽
の
権
柄
関
係

を
現
況
調
査
報
告
.
に
記
載
さ
せ
た
も
の
で
は
な
い
。
あ
〈
ま
で
も
麓
争
原
理
の
家
再
的
優
醤
の
危
険
性
は
、
虚
偽
の
賃
貸
借
の
配
震

が
-
般
公
衆
の
自
に
触
れ
う
る
段
階
で
は
じ
め
て
現
実
化
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
上
申
脊
等
の
提
出
行
為
の
み
で
、

競
争
原
理
の
実
質
的
侵
害
の
危
険
性
惹
起
と
し
て
十
分
な
も
の
か
が
問
題
と
し
て
残
る
こ
と
に
な
ろ
情
。

こ
の
点
に
閲
し
て
上
勝
教
授
は
「
裁
判
所
が
物
件
明
細
書
仁
虚
偽
の
主
張
そ
の
ま
ま
で
あ
る
に
せ
よ
、
主
張
が
虚
偽
で
あ
る
こ

と
を
見
破
っ
た
た
め
そ
の
旨
で
あ
る
に
せ
よ
記
載
す
る
こ
と
が
確
実
?
あ
る
の
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
競
争
原
理
を
ι

害
す
る
危
険
性

の
故
に
、
公
正
を
害
す
べ
き
作
為
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
一
世
」
〈
傍
点
筆
者
)
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
上
勝
教
授
が
指
摘
き

れ
る
と
お
り
、
上
申
書
の
也
提
出
行
為
に
よ
旬
、
短
期
賃
貸
楢
を
主
張
す
る
者
の
存
在
が
確
実
に
物
件
明
細
書
に
記
載
さ
れ
る
の
で
あ
れ

ば
、
上
申
舎
提
出
行
為
に
は
物
件
明
細
書
の
記
載
を
変
更
さ
せ
る
効
果
ま
で
が
事
実
上
備
わ
っ
て
い
る
と
し
て
提
出
行
為
そ
れ
自
体

に
つ
い
て
、
実
質
的
危
険
の
惹
起
を
肯
定
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
ろ
う
。
た
だ
問
題
は
、
は
た
し
て
い
か
な
る
意
味
で
「
記
議
す
る
こ

創
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と
が
櫨
e
突
に
ど
評
価
で
き
る
か
で
あ
る
ロ
執
行
裁
判
所
が
被
告
人
の
虚
偽
の
主
張
を
見
被
れ
ず
、
賃
貸
借
契
約
が
真
実
の
も
の
で
あ
る

と
誤
認
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
権
柄
関
係
は
物
件
明
細
書
に
記
載
さ
れ
る
と
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
逆
に
、
執
行
設
判
訴
が
執
行
官

の
現
況
調
蚕
を
信
頼
し
つ
つ
短
期
賃
貸
借
が
虚
偽
で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
物
件
明
純
杏
仁
記
載
す
る
義
務
ま
で

は
法
律
上
要
請
さ
れ
て
い
な
い
(
民
事
執
行
法
六
二
条
書
照
)
0

も
ち
ろ
ん
、
買
受
希
望
者
の
切
実
な
関
心
に
応
え
る
た
め
に
は
、
法

事
項
以
外
の
記

T自
適
切
で
お
ろ
う
か
託
、
後
者
の
習
に
も
そ
れ
が
記
載
さ
れ
る
可
能
性
が
十
分
あ
品
る
こ
と
量
定
で

き
な
い
が
、
ぞ
れ
が
直
ち
に
「
記
議
す
る
こ
と
が
擁
実
」
と
ま
で
評
価
で
き
る
か
に
つ
い
て
は
な
お
疑
問
が
残
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
点
を
考
慮
し
つ
つ
よ
り
高
度
の
危
険
性
を
要
求
す
る
立
場
を
徹
底
す
れ
ば
、
物
件
明
細
書
な
い
し
現
況
調
査
報
告
書
の

記
議
内
容
が
現
実
に
修
孟
さ
れ
な
け
れ
ば
可
倒
的
な
危
険
性
が
発
生
し
な
い
と
し
て
そ
の
点
ま
で
が
認
定
さ
れ
て
い
な
い
本
体
事
業

{包

に
つ
い
て
は
、
本
罪
の
成
立
を
否
定
す
る
と
い
う
帰
結
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
立
楊
に
し
た
が
え
ば
、
物
件
明
細
嘗
や
現
況
調
査
報
告

書
の
記
哉
内
容
が
現
美
に
修
正
さ
れ
た
場
合
に
も
、
本
揮
の
既
遂
時
期
は
但
畿
事
項
の
修
孟
段
階
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
刊
。

こ
の
問
題
は
、
「
公
正
を
容
す
べ
き
行
為
」
と
評
価
す
る
た
め
に
「
公
正
」
、
す
な
わ
ち
舵
争
原
理
が
侵
害
さ
れ
る
危
険
性
が
ど

の
程
辰
必
要
か
ど
い
う
問
題
に
帰
着
し
よ
う
。
本
罪
を
抽
象
的
危
険
犯
と
解
す
る
立
場
か
ら
本
罪
の
成
立
の
た
め
に
は
構
成
要
件
梼

定
の
行
為
が
あ
れ
ば
十
分
で
あ
り
、
具
体
的
な
危
険
の
空
谷
の
寵
定
は
要
し
な
い
と
す
る
理
解
も
あ
り
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
も

そ
も
「
公
正
を
害
す
ぺ
き
行
為
」
に
該
当
す
る
か
を
判
断
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
が
可
嗣
的
な
危
険
性
を
発
生
せ
し
め
る
行
為
か
否
か

の
認
定
が
不
可
避
な
の
で
あ
る
か
ら
い
ず
れ
に
せ
よ
、
個
別
具
体
的
な
行
容
を
判
断
対
象
と
し
つ
つ
、
そ
れ
が
惹
起
し
た
危
険
性
の

程
度
に
応
じ
て
、
可
一
関
性
の
限
界
を
画
す
る
作
突
が
必
要
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
危
険
性
判
断
に
関
す
る
有
力
嗣
に
依

製
す
る
の
で
あ
れ
ば
岳
い
か
な
る
事
態
が
現
実
化
す
れ
ば
、
結
果

(l健
争
原
理
の
侵
害
)
が
発
生
し
え
た
か
、
②
そ
の
よ
う
な
事

懇
が
現
実
化
す
る
可
能
性
は
ど
の
程
度
あ
旬
え
た
か
、
と
い
う
観
点
か
ら
危
険
性
の
程
度
を
判
断
し
つ
つ
二
定
の
政
策
判
断
の
も
と
、

本
罪
の
成
立
に
必
要
な
危
険
性
を
検
討
す
る
と
い
う
過
程
を
経
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
判
断
に
お
い
て
注
意
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を
要
す
る
の
は
こ
こ
で
い
う
『
結
果
」
と
は
議
争
原
理
の
侵
害
な
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
が
惹
起
さ
れ
る
た
め
に
は
、
「
虚
偽
の
賃

貸
借
契
約
の
存
在
が
物
件
鴎
細
書
や
現
況
調
査
報
告
書
に
配
験
さ
れ
る
こ
と
」
に
加
え
て
、
「
そ
れ
ら
の
配
載
を
見
て
、
不
得
定
多
数

の
買
受
希
望
者
が
意
思
形
成
を
垂
め
ら
れ
、
入
札
を
断
念
し
た
り
、
あ
る
い
は
入
札
価
格
を
下
げ
て
入
札
す
る
こ
と
」
が
現
実
化
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
物
件
明
細
書
等
に
記
織
さ
れ
る
以
前
の
段
階
に
お
い
て
は
、
二
重
の
仮
定
を
経
な
〈
て
は
危
険
が
現

2a-

実
花
し
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
、
そ
の
意
味
で
、
速
い
危
険
ま
で
が
捕
捉
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
い
わ
ぎ
る
を
得
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
厳
密
に
記
載
内
容
の
変
更
ま
で
を
要
求
し
な
い
と
し
て
も
個
別
具
体
的
事
案
に
お
け
る
契
約
書
の
記
議
内
容
や
裁
判
所
の

対
応
等
を
検
討
し
つ
つ
、
記
載
内
容
が
修
正
き
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
相
当
程
度
の
蓋
然
性
を
要
求
す
べ
き
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

回

準
用
的
弱
舗
賃
貸
借
と
偽
計
璽
先
入
札
妨
害
罪

本
決
定
の
事
業
は
、
鶴
売
開
始
決
定
寵
に
、
実
体
が
伴
わ
な
い
虚
偽
の
短
期
賃
貸
借
を
、
し
か
も
締
結
H
を
競
売
開
始
決
定
以
前
に

遡
及
さ
せ
て
締
結
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
従
来
の
下
級
審
議
判
例
の
事
例
も
鋭
売
開
始
決
定
後
に
賃
貸
借
契
約
を
仮
装
し
、

そ
の
旨
を
現
面
調
査
担
当
の
執
行
官
に
対
し
て
主
張
し
た
事
案
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
本
件
の
事
実
関
係
を
離
れ
、
か
り
に
競
売
開
始

決
定
以
前
か
ら
あ
ら
か
じ
め
そ
れ
に
倒
瓦
、
競
売
を
阻
止
し
た
り
、
競
落
価
格
を
下
落
さ
せ
る
目
的
で
短
期
賃
貸
借
を
設
定
し
、
そ
の

存
在
を
執
符
官
に
主
張
す
る
行
お
は
本
罪
に
該
当
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
は
、
本
件
決
定
に
闘
す
る
判
例
評
釈
の
中
で
意
識
さ

れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
が
、
以
下
で
は
こ
の
点
に
つ
い
て
、
簡
単
な
検
討
を
加
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
.

(1)

濫
用
的
鐘
期
賃
貸
借
と
可
慣
性
の
限
界

短
納
賃
貸
借
は
、
抵
当
雇
設
定
登
記
後
に
登
記
し
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
抵
当
権
者
、
さ
ら
に
そ
の
後
に
不
動
産
を
取
得
し
た
者
に

一一a)

対
し
て
も
対
抗
で
き
る
(
民
法
三
九
五
条
本
文
)
が
、
そ
の
濫
周
の
弊
害
は
以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
れ
を
主

慢
す
る
者
の
存
在
仁
よ
っ
て
、
入
札
希
望
五
告
が
減
少
し
た
り
、
総
売
価
格
が
下
落
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
置
期
的
な

4 



“ 
短
調
賃
貸
借
に
つ
い
て
そ
れ
が
「
抵
当
権
者
ニ
損
害
ヲ
及
ホ
ス
ト
キ
」
(
阿
条
但
書
)
に
は
紙
当
権
者
は
そ
れ
を
解
除
す
る
こ
と
が

で
き
る
が
、
民
事
訴
訟
を
提
起
し
て
解
除
を
請
求
す
る
こ
と
陪
時
間
的
仁
迂
遠
で
あ
り
そ
の
実
効
性
に
つ
い
て
も
な
お
十
分
と
は

い
え
な
い
と
い
う
指
摘
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
短
期
賃
貸
借
の
濫
用
に
つ
い
て
、
競
売
入
札
妨
害
罪
を
適
用
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ

ろ、っか。

!llX 

こ
の
問
題
を
検
討
す
る
た
め
に
は
、
濫
用
的
短
期
賃
貸
借
を
主
張
す
る
こ
と
が
「
公
正
を
害
す
べ
き
行
為
」
と
い
え
る
か
、
す
な
わ

ち
競
争
原
理
を
侵
害
す
る
も
の
か
と
い
う
点
か
ら
検
討
し
な
〈
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
本
来
な
ら
ば
抵
当
目
的
物
の
価

借
金
下
げ
る
こ
と
が
出
来
な
い
も
の
が
、
価
値
を
下
げ
る
よ
う
な
外
観
を
呈
す
る
こ
と
で
、
買
受
希
望
者
の
意
思
形
成
を
不
当
に
歪
幽

し
、
-
定
の
意
思
形
成
(
入
札
断
念
、
入
札
価
格
の
低
下
)
へ
と
誘
引
す
る
-
方
、
濫
用
的
賃
借
入
と
特
別
な
関
係
仁
あ
る
よ
う
な
者

だ
け
が
、
そ
の
よ
う
一
な
影
容
を
受
け
ず
に
意
思
決
定
で
き
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
点
に
、
競
争
原
理
の
実
体
的
侵
害
を
見
い
だ
す
こ
と
が

で
き
よ
う
。
そ
し
て
実
際
に
、
雇
用
的
賃
貸
借
は
正
常
型
賃
貸
借
を
仮
装
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
し
て
、
三
九
五
条
但
容
に
該
当
す
る
契

約
を
設
宅
す
る
行
為
に
つ
い
て
偽
計
綿
密
冗
入
札
妨
害
罪
の
成
立
を
認
め
よ
う
と
す
る
見
解
が
主
張
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
話
。

し
か
し
な
が
ら
結
論
か
ら
い
え
ば
、
三
九
五
条
伺
明
書
に
よ
り
解
除
可
能
か
否
か
に
よ
っ
て
、
可
罰
性
の
限
界
を
画
そ
う
と
す
る
見
解

に
は
疑
問
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
同
条
但
奮
は
「
低
当
極
者
に
損
害
を
及
ぼ
す
か
」
と
い
う
、
も
っ
ぱ
ら
債
権
者
の
利
益
の
観
府
か
ら
の

規
定
で
あ
る
が
、
血
院
に
述
、
、
た
よ
う
に
、
債
権
者
の
利
益
を
侵
害
す
る
こ
と
が
必
然
的
に
続
争
原
理
の
侵
害
争
意
味
す
る
わ
け
で
は
な

a} 
ぃ
。
競
争
原
理
侵
害
性
は
、
同
条
但
奮
の
解
釈
と
別
の
観
点
か
ら
判
断
さ
れ
る
ぺ
き
で
あ
ろ
う
ロ

ま
た
、
解
除
可
能
な
賃
貸
借
す
べ
て
に
刑
銅
を
科
す
る
こ
と
は
、
刑
法
の
謙
抑
性
の
観
点
か
ら
見
て
も
疑
問
で
あ
る
。
最
近
の
民
事

の
最
商
裁
判
例
は
「
抵
当
権
者
ニ
損
害
ヲ
及
ホ
ス
ト
キ
」
の
解
釈
仁
つ
い
て
、
「
原
則
と
し
て
、
抵
当
権
者
か
ら
の
解
除
請
求
訴
訟
の

事
実
務
口
頭
弁
論
終
結
時
に
お
い
て
、
抵
当
不
動
産
の
聾
冗
に
よ
る
売
却
価
額
が
同
条
本
文
の
短
期
賃
貸
借
の
存
在
に
よ
り
下
務
し
、

こ
れ
に
伴
い
抵
当
権
者
が
麿
行
遅
滞
の
状
態
に
あ
る
被
担
保
債
権
の
弁
済
と
し
て
受
け
る
配
当
等
の
額
が
滅
少
す
る
と
き
を
い
う
の
で

言奉緩学法戸神



続発五札妨害聞における「公正を害すべき行毒Jの意義

あ
っ
て
、
右
貧
貸
借
の
内
容
が
賃
料
低
康
、
賃
料
前
払
、
敷
金
高
額
等
の
事
由
に
よ
り
通
常
よ
り
も
買
受
人
に
不
利
益
な
も
の
で
あ
る

場
合
又
は
抵
当
権
者
が
物
上
代
位
に
よ
り
賃
料
を
被
担
保
債
権
の
弁
済
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
限
る
も
の
で
は
な
い
と
い

う
べ
き
で
あ
る
」
と
判
示
し
て
い
品
。
こ
の
判
決
の
当
否
に
つ
い
て
こ
こ
で
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
時
、
こ
の
判
決
の
鍾
旨
に
従

え
ば
、
解
除
可
能
な
短
期
賃
貸
借
の
範
囲
が
非
管
に
拡
大
す
る
と
考
え
ら
れ
目
。
こ
の
よ
う
な
特
例
理
論
を
前
提
に
す
れ
ば
、
一
定
の

遺
周
的
短
期
賃
貸
借
が
可
罰
的
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
三
九
五
条
但
書
に
該
当
す
る
も
の
の
全
て
で
は
あ
り
得
な
い
。
そ
れ
は
刑

罰
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
し
て
は
明
ら
か
に
行
き
過
ぎ
で
あ
ろ
う
。
本
揮
の
保
鰻
法
益
と
の
聞
係
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
一
な
鏡

争
原
理
の
実
体
的
側
面
か
ら
の
侵
害
に
つ
い
て
は
、
可
一
罰
的
な
と
刊
為
の
範
囲
を
限
定
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
既
に
述
ぺ
た
と
お
り
で

あ
る
。

re 

ま
た
、
行
為
磐
線
の
点
か
ら
言
っ
て
も
、
盗
用
的
賃
貸
借
の
殴
竜
行
為
す
ぺ
て
に
偽
計
性
が
毘
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
@
た
と
え

ば
解
除
可
能
な
も
の
を
解
除
不
可
能
な
も
の
の
よ
う
に
偽
装
す
る
手
段
を
弄
し
て
い
れ
ば
、
そ
れ
は
偽
計
と
評
価
で
き
る
の
か
も
し
れ

な
い
が
、
現
実
の
短
期
賃
貸
借
の
濫
用
に
そ
の
よ
う
な
手
段
が
常
に
随
伴
す
る
わ
け
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
解
除
可
能
な
内
容

を
あ
か
ら
さ
ま
に
す
る
こ
と
で
、
続
売
入
札
か
ら
参
加
者
を
遠
ざ
け
よ
う
と
す
る
も
の
も
多
い
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
と
す

れ
ば
、
解
除
可
能
な
契
面
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
常
に
そ
れ
が
偽
計
を
周
い
た
も
の
で
あ
り
、
買
受
希
望
者
を
錆
骸
に
隠
れ
う
る
も

の
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
濫
用
的
短
期
質
賃
借
は
正
常
型
車
朔
賃
貸
借
を
「
仮
装
」
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
指

摘
が
み
ら
れ
る
師
、
こ
こ
で
い
う
「
仮
裳
」
と
は
い
か
な
る
客
観
的
事
態
を
指
し
て
い
る
の
治
は
‘
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
契

約
の
実
体
が
備
わ
っ
て
い
る
揖
舎
に
つ
い
て
、
賃
借
入
の
内
心
に
不
法
な
動
機
が
あ
る
こ
と
だ
け
を
理
由
と
し
て
、
そ
れ
は
正
常
な
契

約
を
「
仮
袈
」
し
た
も
の
で
あ
る
と
評
価
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
考
慮
を
前
提
と
す
る
と
、
解
除
埼
能
な
短
期
賃
貸
借
が
す
ぺ
て
偽
針
続
発
入
札
妨
害
罪
の
射
程
轟
図
で
あ
る
と
い
う
結

論
は
採
用
し
が
た
い
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。
と
こ
に
お
い
て
は
処
罰
範
囲
を
よ
り
合
理
的
に
限
定
づ
け
る
作
業
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
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は
ず
で
あ
る
。
こ
の
点
、
民
法
の
学
艇
に
お
い
て
、
還
期
的
質
賃
借
の
中
で
も
も
っ
ぱ
ら
抵
当
纏
を
妨
害
す
る
た
め
仁
設
定
さ
れ
る

も
の
で
あ
り
、
そ
の
公
序
良
俗
違
亘
性
M
V
甚
だ
し
い
も
の
は
‘
公
序
良
俗
途

E
ま
た
は
虚
信
義
京
と
し
て
、
そ
の
契
約
が
そ
も
そ
も
無

効
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
封
。
そ
し
て
、
鶴
売
入
札
扮
喜
男
の
限
界
付
け
に
つ
い
て
も
、
こ
の
よ
う
に
私
法
上
も
契
約
が
毎
舗
と
さ
れ

-
園
)

る
よ
う
な
逸
脱
性
の
高
い
も
の
に
限
っ
て
可
伺
性
を
肯
定
ず
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
楊
合
に
は
惣
争
原
理
の
侵
害
慢

も
著
し
い
と
考
え
ら
れ
る
し
、
ま
た
、
無
効
な
契
約
を
あ
た
か
も
実
体
が
伴
っ
た
有
効
な
契
約
の
よ
う
に
仮
装
す
る
行
為
態
様
に
つ
い

て
は
、
「
偽
計
」
と
い
う
行
為
類
型
に
も
胴
染
み
や
す
い
よ
う
に
恩
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
無
効
と
解
さ
れ
る
契
約
を
主
張
す
る
行
お
が
、
す
ぺ
て
鷲
売
入
札
妨
害
罪
で
カ
バ
ー
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

競
争
康
涯
を
阻
害
す
る
危
険
性
の
低
い
、
換
宵
す
れ
ば
買
受
肴
望
者
の
意
思
形
成
を
大
き
く
歪
曲
す
る
も
の
で
は
な
い
も
の
に
つ
い
て

は
、
そ
も
そ
も
「
公
正
を
害
す
べ
き
作
為
」
に
隊
当
し
な
い
と
幸
え
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
銑
売
三
五
枇
を
妨
害
す
る
た
め
の
賃

貸
借
で
は
な
く
‘
た
と
え
ば
抵
当
橋
者
自
ら
が
抵
当
格
を
保
全
す
る
た
め
に
般
定
ず
る
、
い
わ
ゆ
る
併
用
賃
貸
借
に
つ
い
て
は
、
そ
も

薪
も
本
罪
の
構
成
要
件
の
射
程
外
で
あ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
目
。
こ
れ
は
売
却
に
よ
っ
て
当
然
に
消
滅
す
る
と
理
解
さ
れ
て
お
悼
、
買

受
希
望
者
に
と
っ
て
も
、
常
に
入
札
を
鱒
蹄
す
る
亙
向
に
機
憶
す
る
と
は
限
ら
な
い
か
ら
で
あ
目
。

沼JX
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契
約
行
あ
の
可
罰
性

(1)
に
お
け
る
検
討
は
濫
用
的
短
期
賃
貸
借
を
競
売
開
始
決
定
前
に
締
結
し
、
そ
の
存
在
を
媛
売
開
始
決
定
後
に
、
現
誕
簡
査

担
当
の
輔
句
作
官
に
対
し
て
臨
し
向
け
る
行
為
を
対
象
と
し
て
い
た
g

そ
れ
で
は
、
続
発
開
始
決
定
訴
の
賃
貸
借
契
約
設
定
行
為
ぞ
れ
自

体
を
、
競
売
入
札
妨
害
罪
の
実
記
刊
行
為
と
し
て
繍
捉
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
一
か
。
こ
の
問
題
は
賃
借
入
が
執
行
官
か
ら
質
問
を

受
け
る
機
会
を
逃
れ
、
執
督
官
が
登
記
請
を
自
ら
閲
覧
す
る
こ
と
で
賃
貸
借
の
存
在
を
発
見
し
た
よ
う
な
場
合
ゃ
、
さ
ら
に
賃
貸
借
契

約
設
定
有
為
の
み
に
関
与
し
あ
rぷ
匂
(
執
行
官
に
対
す
る
陳
述
有
為
に
つ
い
て
の
共
謀
関
係
が
認
定
で
き
な
か
っ
た
者
)
の
罪
責
を
検
討

す
る
上
で
意
味
を
持
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

2 
) 



観売入札筋書罪における『公定を容すべき行為」の意犠

こ
の
点
に
つ
い
て
、
組
皇
霊
は
「
草
開
始
決
定
以
前
の

Eに
同
罪
(
筆
者
註
競
売
入
札
妨
害
罪
)
の
適
用
を
肯
定
す
る
の

は
や
は
旬
困
難
」
で
あ
り
、
同
扉
の
適
期
を
肯
定
す
る
た
め
仁
は
「
続
主
開
始
重
量
、
現
誕
調
査
に
来
た
執
行
官
に
(
仮
援
)
賃
借

権
の
存
在
を
告
知
す
る
な
ど
、
新
た
な
行
為
が
加
わ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
制
。
塩
見
教
授
の
こ
の
指
摘
は
、
鑓
売
入

札
妨
害
罪
が
成
立
す
る
た
め
に
は
現
実
の
競
売
入
札
手
続
が
存
在
し
一
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
一
般
的
な
理
駐
を
念
頭
に
置
か
れ

た
も
の
で
あ
る
。

" 

た
し
か
に
塩
見
教
授
が
指
摘
さ
れ
る
と
お
り
、
畿
売
入
札
妨
害
罪
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
現
実
の
続
売
入
札
手
続
、
具
伝
的
に
は

槌
競
売
開
始
決
定
が
必
要
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
a

本
罪
は
危
険
犯
で
あ
る
か
ら
、
競
売
入
札
手
続
に
対
す
る
危
険
性
k
い
う
観
点
か

ら
考
え
る
と
手
続
が
現
実
に
進
存
し
て
い
な
く
と
も
そ
れ
が
進
有
す
る
可
能
性
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
競
売
開
始
決
定
以
前

の
段
階
で
も
「
現
実
化
す
る
で
あ
ろ
う
手
続
」
の
公
正
に
対
す
る
危
険
性
を
肯
定
す
る
こ
と
は
、
論
理
的
に
は
不
有
能
で
は
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
続
売
開
始
決
定
以
前
の
段
階
で
可
罰
的
な
危
険
性
を
肯
定
す
る
こ
と
は
、
処
柄
範
囲
が
あ
ま
り
ド
も
広
が
旬
す
ぎ
、

ま
た
不
明
確
に
な
り
す
ぎ
る
点
で
妥
当
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
一

E
無
効
な
質
量
借
契
約
を
締
結
し
‘
そ
れ
を
登

記
し
た
と
し
て
も
、
続
売
開
始
決
定
の
前
に
そ
れ
を
抹
消
登
記
し
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
現
実
の
競
売
字
続
に
対
し
て
は
何
ら
影
響
力

を
持
ち
得
な
か
っ
た
以
上
、
そ
れ
は
処
罰
範
囲
か
ら
除
外
す
ぺ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
「
現
在
し
て
い
る
保
護
対
象
」
に
対
す
る
危
険

性
と
、
「
現
在
し
て
い
な
い
保
援
対
象
」
に
対
し
て
、
そ
れ
が
現
実
化
す
る
可
斡
性
に
基
づ
い
て
認
め
ら
れ
る
危
険
性
と
で
は
、
そ
の

処
罰

E要
性
に
質
的
な
富
が
あ
る
と
幸
え
る
の
で
あ
れ
時
こ
の
よ
う
?
な
昔
範
聞
の
限
告
も
十
分
な
理
論
的
侵
害
あ
る
と

い
う
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
揮
の
「
鏡
売
入
札
の
公
正
を
害
す
ぺ
き
行
為
」
と
は
、
「
手
続
が
開
始
さ
れ
た
段
階
に
お
け
る
、

個
別
具
体
的
な
現
実
の
鷲
売
入
札
の
公
E
を
害
す
べ
き
行
書
」
の
意
味
で
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
、

1

し
か
し
な
が
ら
、
犯
罪
の
成
立
の
た
め
に
は
競
売
開
始
決
定
評
必
要
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
時
間
的
に
先
存
す
る
段
階
の
行
為
に

つ
い
て
、
館
理
必
然
的
に
滋
売
入
札
妨
害
罪
が
成
立
し
な
い
こ
と
仁
は
な
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
間
も
な
く
出
生
す
る



関

で
あ
ろ
う
一
乳
児
を
殺
害
し
よ
う
し
と
患
い
、
母
親
が
毒
物
を
混
入
し
た
ミ
ル
ク
を
準
備
し
た
場
合
、
そ
の
後
生
葬
礼
て
き
た
乳
児
が
自
ら

晴
乳
瓶
を
吸
っ
て
毒
入
り
ミ
ル
ク
を
歓
ん
で
死
亡
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
母
視
が
殺
人
罪
に
関
わ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
異
論
が
な
い
で

あ
予

1
実
行
行
お
段
階
で
侵
害
客
体
が
現
在
し
て
い
な
く
て
も
、
そ
の
後
に
現
実
化
し
た
客
体
に
対
し
て
当
該
許
晶
の
効
果
が
及
ん

で
い
れ
ば
、
十
分
に
可
罰
性
を
肯
定
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
虚
偽
の
賃
貸
借
設
定
存
晶
に
即
し
て
考
蓄
え
て
み
る
と
、
内
容
虚
偽
の

賃
貸
借
契
約
を
締
結
し
そ
れ
を
登
記
し
た
の
が
舵
売
開
始
決
定
前
で
あ
っ
た
と
し
て
も
そ
の
後
、
餓
売
手
続
が
開
始
さ
れ
た
場
合

に
は
、
省
契
約
行
為
に
は
競
売
手
伎
の
公
平
広
を
書
す
る
危
険
と
い
う
効
果
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
あ
れ
ば
、
事
前
に
契

約
を
締
結
す
る
行
為
も
、
相
当
な
因
果
速
闘
を
経
て
、
競
売
入
札
の
公
正
侵
害
の
危
険
惹
起
と
い
う
結
果
を
招
来
す
る
も
の
で
あ
る
以

上
、
こ
れ
を
「
公
立
を
撃
す
ぺ
き
会
埠
」
か
ら
排
除
す
る
浬
歯
は
乏
し
い
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。

も
っ
と
も
、
銀
売
開
始
決
電
を
待
つ
て
は
じ
め
て
そ
の
行
為
は
競
売
手
続
の
公
正
に
対
す
る
危
険
性
を
惹
起
す
る
も
の
で
あ
る
臥

上
、
そ
の
貯
遂
時
期
は
鏡
売
開
語
捗
定
段
階
以
降
に
求
め
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
一
一
官
。
「
鑓
売
手
続
の
公
正
を
害
ず
べ
き
事

怨
」
と
相
当
因
果
速
凋
を
有
し
て
は
じ
め
て
当
該
有
海
は
「
公
正
を
害
す
ぺ
き
行
為
」
と
野
価
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
危
険
性
発
生

に
時
間
的
雌
隔
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
の
よ
う
な
緒
論
に
至
ら
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。
毒
ミ
ル
ク
の
事
例
に
お
い
て
、
乳

児
が
死
亡
し
た
段
階
で
は
じ
め
て
ミ
ル
ク
準
信
行
為
が
「
人
を
殺
す
行
お
」
と
し
て
評
価
き
れ
る
こ
と
と
阿
梅
で
あ
ろ
う
。
通
常
の
事

例
に
お
い
て
、
実
存
廿
為
性
左
は
別
に
危
険
性
惹
起
の
検
討
が
な
き
れ
な
い
の
は
実
行
許
晶
の
遂
存
と
同
時
に
公
正
を
害
す
ぺ
き

事
態
が
発
生
す
る
の
が
ほ
と
ん
で
あ
る
た
め
、
事
実
上
、
実
行
行
局
の
存
苔
と
区
別
し
て
危
険
性
著
謹
を
検
針
す
る
実
益
が
乏
し
い
か

一一軍)

ち
に
す
ぎ
ず
、
実
存
行
為
と
緩
れ
た
危
険
性
惹
起
の
検
討
が
理
論
的
に
お
よ
そ
不
嬰
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

な
お
、
続
発
開
始
以
前
に
虚
偽
の
賃
貸
借
契
約
を
仮
装
す
る
行
為
に
つ
い
て
は
偽
計
続
完
入
札
妨
害
罪
の
ほ
か
、
強
制
執
行
妨
害

揮
の
成
否
も
問
題
と
な
り
得
よ
ろ
。
も
っ
と
も
、
強
制
執
行
妨
害
罪
の
保
護
法
益
は
、
強
制
執
行
制
度
そ
れ
自
体
の
ほ
か
、
債
権
者
値

一一哩

人
の
債
権
の
実
現
と
い
う
利
益
に
も
求
め
ら
れ
る
の
が
一
般
で
あ
り
、
競
争
ぞ
れ
自
体
を
保
懐
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
鷲
禿
入
札
妨
嘗

皿=事雄学法戸神
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揮
と
は
異
な
っ
た
角
度
か
ら
個
別
に
検
討
を
加
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
る
ろ
う
。
具
体
的
に
は
、
骨
密
保
権
の
実
存
の
た
め
の
鱗
売

(園一

手
続
が
「
強
制
執
行
」
に
該
当
す
る
か
、
②
幾
売
価
格
を
下
落
さ
せ
た
り
、
自
己
(
ま
た
は
そ
の
関
係
者
)
が
競
務
し
ょ
、
?
し
す
る
目

的
が
「
強
制
執
行
を
免
れ
る
目
的
」
に
議
当
す
る
の
か
、
③
い
か
な
る
産
期
的
賃
貸
借
の
設
定
が
「
仮
装
の
債
務
を
負
担
」
す
る
行
渇

に
該
当
す
る
か
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
、
改
め
て
検
討
を
加
え
る
必
要
が
残
る
で
あ
ろ
う
固
そ
の
意
味
で
、
こ
の
問
題
は
も
は
や
本
稿

{
毘
}

の
射
程
範
闘
を
超
え
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
別
の
機
会
に
改
め
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

E 

三
一
好
前
註
(

6

)

(

法
曹
時
報
)

既
に
こ
の
点
を
指
摘
す
る
も
の
左
し
て
上
嬬
前
註

(6)
三
五
頁
を
参
照
。

も
っ
と
も
、
公
務
侵
害
鋭
か
ら
出
発
し
た
場
合
、
手
続
的
公
正
を
侵
害
す
る
こ
と
な
〈
訴
訟
詐
歎
的
な
手
法
に
よ
っ
て
権
利
の
実
体

的
側
爾
を
侵
害
す
る
行
為
に
つ
い
て
は
本
罪
の
成
立
が
杏
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。

ζ

の
点
に
つ
い
て
京
聾
前

駐

(
6
)
七
大
買
を
参
照
。

も
ち
ろ
ん
、
鏡
売
手
続
の
遅
延
に
よ
っ
て
畿
争
康
理
が
歪
曲
さ
れ
て
、
入
札
希
望
者
が
減
少
し
た
り
、
あ
る
い
は
不
当
に
入
札
価
格
が

下
落
す
る
よ
る
な
状
視
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
は
じ
め
か
ら
入
札
符
筆
者
の
減
少
、
髭
売
価
格
の
低
下

26 
) 

丸
丸
頁
以
下
を
番
知
問
。

28 29 30 
) 

を
い
う
事
態
を
領
来
す
る
お
そ
れ
が
あ
っ
た
か
否
か
を
判
断
す
れ
ば
た
り
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
前
段
階
に
す
ぎ
な
い
手
続
の
逐
草
を

こ
と
さ
ら
に
強
調
す
る
必
熱
性
は
乏
し
い
。

続
完
入
札
妨
害
坊
が
「
続
完
一
又
は
入
札
の
公
正
を
害
す
べ
き
行
為
」
を
委
求
し
て
い
る
の
に
対
し
て
業
務
妨
害
罪
に
お
い
て
は
「
寮

務
を
妨
害
し
た
」
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
@
荷
罪
は
危
険
犯
で
あ
る
と
理
解
さ
丸
て
い
る
か
ら
、
公
正
が
侵
害
さ
れ
る
お
そ
れ
も
、
ま

「
公
正
」
と
い
う
概
念
を
鏡
争
原
理
主

ω 

た
業
務
活
動
自
停
も
妨
害
さ
れ
る
お
そ
れ
も
と
も
に
認
め
ら
れ
る
場
合
が
多
い
で
あ
ろ
う
が
、

い
う
観
点
か
ら
阻
限
定
的
に
理
解
す
る
本
備
の
立
場
に
よ
れ
ば
‘
こ
れ
ら
の
一
方
の
み
が
侵
害
さ
れ
る
場
合
も
考
え
ら
れ
、
官
四
男
の
楼
み
分
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け
を
図
る
余
地
も
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
恩
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
そ
の
具
体
的
な
適
用
や
罪
数
関
係
に
つ
い
て
は
、
な
お
慎
重
な
検

討
を
要
し
よ
う
一
。

" 
こ
れ
ら
の
指
摘
は
、
原
審
の
列
挙
し
た
事
実
が
、
級
争
原
理
の
侵
害
か
ら
必
然
討
に
惹
起
さ
れ
る
と
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ

(
E
常
型

濫
用
型
を
含
め
て
)
短
期
賃
貸
借
と
い
う
、
債
権
者
や
買
委
入
に
は
不
都
合
で
は
あ
る
が
、

t
り
あ
え
ず
法
M
V
容
留
し
、
万
人
に
L
C

っ
て

共
通
な
事
態
か
ら
由
来
す
る
も
の
に
す
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
建
造
物
の
墜
を
損

線
す
る
行
為
の
よ
う
に
客
観
商
に
そ
の
価
値
が
下
落
す
る
行
翁
が
な
さ
れ
た
場
合
、
入
札
書
加
者
に
は
そ
の
E
的
物
の
価
格
を
正
当
じ

判
断
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
(
損
壊
符
為
自
体
M
V
別
婦
を
憎
成
す
る
と
L
て
も
)
意
思
形
成
過
程
へ
の
不

一
方
、
不
動
産
へ
の
不
法
占
拠
、
暴
力
団
の
関
与
の
誇
示
会
ど
の
事
例
は

沼

当
な
介
入
と
は
評
価
す
ぺ
き
で
は
な
い
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。

買
受
希
望
者
の
意
思
形
成
に
不
当
に
介
入
す
る
も
の
と
し
て
、
璽
宛
入
札
妨
害
罪
が
成
立
し
ζ

つ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
筒
者
の
事
例
の

相
違
で
あ
る
が
、
催
者
の
事
例
に
怠
い
て
は
、
利
用
緬
値
の
木
町
逆
的
な
下
落
を
伴
う
こ
と
な
く
入
札
惨
加
者
を
し
て
、
本
来
備
わ
る

べ
き
客
観
的
な
利
用
価
値
よ
り
も
低
い
価
格
で
の
入
札
へ
誘
引
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
(
現
実
に
畿
争
に
移
加
し
て
い
る
か
否
か
は
と

も
か
〈
と
し
て
)
事
備
を
熟
知
し
て
い
た
旬
、
あ
る
い
は
特
別
な
手
段
を
有
し
て
い
る
者
に
と
っ
て
は
、
そ
の
状
態
を
度
外
視
し
て
入
札

し
、
さ
ら
に
そ
の
状
態
を
原
状
に
回
復
す
る
こ
と
が
容
易
で
あ
る
と
い
う
甫
守
備
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
後
者
の
事
例
に
つ
い
て

は
、
当
事
者
闘
の
般
争
の
不
公
止
が
夢
ぷ
美
化
し
ろ
る
と
評
植
で
き
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。

鳥
取
地
裁
米
子
支
判
平
成
固
年
七
月
三
目
(
判
例
タ
イ
ム
ズ
七
九
二
号
一
一
一
一
一
一
一
頁
て
東
京
地
判
平
成
五
年
二
一
月
一

O
日
(
金
融
法

務
事
情
一
三
七
九
量
二
八
頁
)
参
照
。
そ
れ
以
外
の
公
刊
物
米
茸
般
の
裁
判
例
も
含
め
、
高
木
新
二
郎
緬
『
執
行
妨
害
対
策
の
実
務
{
新

版
〕
』
(
一
九
九
七
)
九
二
頁
以
下
[
大
沢
田
地
獄
筆
〕
を
参
照
。

33 

三
好
前
誕
百
)
(
法
曹
時
報
ご
一
O
O頁
参
照
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
前
閏
雅
美
「
壁
元
入
札
幼
蓄
罪
と
公
用
文
書
抜
書
案
里
警
察
学
諭
集
五
二
巻
周
号
二
九
九
九
)

一
七
八
頁
ほ
、

M 
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35 

コ
舗
の
者
の
み
が
賃
貸
借
の
虚
偽
性
否
認
織
し
得
て
物
件
の
真
の
価
値
を
把
握
し
て
い
る
の
だ
色
す
れ
ば
、
入
札
予
定
価
格
の
内
線
量

得
て
い
る
の
と
問
機
著
し
い
不
公
正
が
生
じ
る
こ
と
に
も
な
る
」
と
鎗
摘
し
て
い
る
・

こ
の
点
に
踊
し
曲
四
前
註

(6)
二
八
五
頁
以
下
を
参
閣
a

な
お
幽
囚
脅
闘
は
、
従
来
の
下
級
生
膏
裁
判
例
の
事
象
と
本
件
の
被
告

人
の
行
込
盤
機
は
「
形
式
的
に
ほ
か
わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
本
罪
が
具
体
的
危
険
犯
で
あ
れ
、
納
象
的
危
険
犯

で
あ
れ
行
為
の
毒
物
に
よ
っ
て
般
争
原
理
侵
害
の
危
険
性
が
惹
起
さ
れ
た
か
否
か
を
実
質
的
に
検
討
せ
ざ
る
を
得
な
い
以
上
、
行
為
額

様
の
聾
古
会
共
適
性
は
重
要
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

36 
) 

上
高
前
註
〈
6
)
三
宜
頁
。
き
ら
に
前
回
雅
英
『
刑
法
各
種
鴛
義
[
第
三
廠
〕
』
二
九
九
九
)
闘
五
O
買
を
参
照
。

37 
) 

中
野
良
一
郎
『
民
事
執
行
法
(
第
二
版
)
』
(
一
九
九
四
)
三
八
七
買
診
照
。

ζ
の
よ
う
な
方
向
の
主
務
と
し
て
、
山
本
銀
之
前
註

(6)
三
九
貰
を
多
照
。

ζ

め
よ
う
に
考
え
た
場
合
、
実
仔
#
為
の
遂
存
時
期
と
既
遂
時
期
左
M
V
酋
旬
開
的
に
離
隔
し
て
く
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
附
廻
に
つ
い

て
は
、
後
陸
{
町
)
に
対
応
す
る
後
掲
本
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。

38 39 40 

山
口
厚
「
危
険
犯
の
研
究
』
(
一
九
八

一
六
回
頁
以
下
岡
『
問
題
擦
究

刑
法
総
省
』
(
一
九
九
八
)
=
-
七
買
参
照
。

41 

の
点
に
闘
し
て
、
京
蕗
前
註

A6}
七
豆
頁
以
下
は
、

「
続
売
の
公
正
を
書
す
る
危
険
性
が
発
生
す
る
危
険
性
(
「
危
険
性
の
危

険
性
」
)
を
も
っ
て
‘
直
ち
k
u
v婚
の
公
正
を
害
す
る
可
能
性
の
あ
る
行
為
で
あ
る
と
し
て
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
」

42 

と
指
摘
す
る
。

短
期
賃
貸
婚
の
葎
扇
の
実
体
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
文
献
な
ど
を
参
照
し
た
。
小
川
英
明
「
東
京
地
裁
の
縁
者
事
件
に
み
る
短
期
賃
貸

借
の
温
周
と
そ
の
筒
形
態
」

N
B
L
一
四
三
号
(
一
九
七
七
)
六
買
以
下
、
同
一
四
四
号
(
一
九
七
七
)
一
一
O
賞
以
下
、
餓
図
勢
勝
「
焼

売
手
続
に
お
け
る
短
期
賃
貸
借
の
取
録
い
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
四
六
五
号
(
一
九
八
二
)
二
一
買
以
下
、
宮
路
樹
軍
「
昆
事
執
行
実
務
に
お

け
る
短
期
賃
貸
僑
の
実
情
長

N
B
L二
六
三
一
号
(
一
九
人



n mx 穂纏学法戸神

九
八
二
)
三
四
頁
以
下
内
闘
賞
「
抵
当
権
と
短
期
賃
貸
借
」
星
野
英
一
緬
『
民
法
務
塵
第
三
重
(
一
九
人
囚
)
一
九
三
頁
以
下
、
富

鎗
祁
厚
「
短
期
賃
貸
借
(
抵
当
権
の
侵
害
、
妨
害
縛
陰
極
匁
さ
を
め
ぐ
る
諮
問
鍾
」
『
貞
家
最
高
裁
判
事
退
官
記
念
諭
文
集
民
事
法
と

裁
判
〈
上
)
』
(
一
九
九
五
)
二
一
一
七
頁
以
下
、
升
岡
純
「
~
短
期
賃
貸
借
を
め
ぐ
る
諸
問
題
と
最
近
の
裁
判
例
」
金
磁
法
務
事
情
-
四
五
回

号
〔
一
九
九
六
〉
二
O
買
以
下
吉
国
光
碩
「
執
行
妨
害
を
め
ぐ
る
金
憎
実
話
上
の
諸
問
周
」
金
磁
法
務
事
情
一
四
五
回
号
(
一
九
九
六
)

三
五
頁
以
下
右
信
俊
一

43 

「
不
動
産
に
対
す
る
執
行
妨
害
の
現
状
」
嘗
察
学
首
位
宗
五
一
巻
一
一
一
等
士
九
丸
七
)

幽
岡
前
註

(6)
二
八
八
買
以
下
、
清
水
前
駐

(6)
五
五
買
を
参
照
。

一
O
四
頁
以
下
巴

44 

の
点
に
関
し
て
、
京
藤
前
註

{6)
七
六
頁
一
を
移
照
。

4陪

最
利
平
成
八
年
九
月
一
三
目
(
民
集
五
O
巻
八
号
一
一
一
二
七
四
頁
)
。
薦
査
官
解
説
と
し
て
野
山
宏
『
最
高
裁
判
所
柄
例
解
説
民
事
構

平
成
八
年
度
(
下
)
」
(
一
九
九
九
)
七
コ
三
貢
以
下
が
あ
る
。

46 

判
例
の
立
場
に
お
聾
し
て
、
契
約
内
容
の
静
香
性
や
不
当
性
を
要
求
す
る
見
解
と
し
て
た
と
え
ば
道
垣
内
弘
人
『
担
保
物
権
芭
〈
一

一四
O
頁
以
下
、
高
木
多
魯
富
男
『
担
保
物
権
法
{
新
厳
〕
』
(
一
九
九
三
〉
一
七
九
買
以
下
近
江
幸
治
「
担
保
物
植
法
〔
新
履

一
七
八
頁
以
下
、
片
山
直
也
判
例
穿
鎗
四
六
O
号
二
九
九
七
)
三
九
頁
以
下
を
参
照
固
な
お
、
機
材
傑
教

「
理
詰
的
に
正
当
化
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
い
」
と
さ
れ
つ
つ
、

九
九
O 

補
正
版
〕
』
(
一
九
九
人
)

綬
は
本
判
決
の
立
場
巳
つ
い
て
、

「
飯
高
裁
は
制
度
の
あ

.， 
る
べ
き
姿
よ
り
は
、
制
度
の
甥
認
を
重
視
す
る
こ
と
を
選
択
し
た
と
い
え
る
」
と
評
価
さ
れ
る
。
織
討
保
金
融
洛
務
事
情
一
四
九
二
号

二
九
九
七
)
困
七
頁
一
参
照
。

高
木
霊
喜
男
教
授
は
本
判
決
を
前
提
と
し
た
侃
窓
ロ
「
解
除
か
ら
免
れ
、
う
る
短
期
賃
貸
借
は
現
実
に
は
、
殆
ど
考
え
ら
れ
ず
、
い

わ
ゆ
る
正
富
喜
容
器
貸
借
で
あ
っ
て
も
、
一
二
九
五
条
の
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
は
会
く
な
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
」
と
指
摘
さ
れ
る
。
高
木

多
喜
男
法
学
教
室
三
O
O
号
(
一
九
九
七
)
二
一
一
九
頁
一
参
照
。

48 

曲
目
前
註

(6)
二
人
九
頁
一
参
照
。



畿売入札筋書揚』おける「公正を害すぺき符為Iの意義沼

.， 

一
七
五
買
、
野
山
前
註
(
絹
)
七
五
三
頁
以
下
、
小
川

N
B
L
-
回
国
号
(
前
註
(
信
)
)
二
二

た
と
え
ば
高
木
前
註
(
必
)

買
を
参
照
。
こ
の
趣
旨
の
毅
判
例
と
し
て
札
慢
高
決
昭
和
主
人
年
三
月
一
七
回
(
判
例
タ
イ
ム
ズ
五
O
O
号

7
t
O
貰
)
東
京
高
決

昭
和
六
O
年
四
月
一
六
日
(
判
例
時
報
-
一
五
回
勢
丸
一
買
)
、
東
京
禽
決
昭
和
六
二
年
二
月
一

O
日
〈
金
融
法
務
事
情
一

一
八
回
号
四

回

七
買
)
、
大
阪
商
決
平
成
一
万
年
三
月
六
日
A

将
例
タ
イ
ム
ズ
七
O
九
早
々
二
六
七
頁
)
な
u
と
が
あ
る
。

な
お
京
臨
教
授
は
、

「
本
扉
の
廓
立
を
認
め
て
よ
い
の
は
、
短
鰯
賃
貸
借
に
語
口
し
て
抵
当
権
と
短
期
賃
貸
借
と
の
調
整
を
闘
っ
た

民
法
王
一
九
五
条
の
制
度
趣
菅
に
反
し
て
い
る
と
い
え
る
場
合
で
あ
ろ
、
う
」
L
C

指
摘
さ
れ
る
@
京
蔭
前
註

(6)
七
六
買
参
照
。

前
註

(6)
二
九
O
買
は
本
罪
を
抽
象
的
危
険
犯
と
怒
え
る
立
場
に
立
っ
た
場
合
に
は
、
併
用
貨
貨
僚
の
設
定
に
つ
い

51 

な
お
幽
図

で
も
構
成
要
畳
該
当
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
(
槍
合
に
よ
っ
て
は
正
当
存
為
に
よ
る
違
法
性
阻
却
の
余
地
を
認
め
る
コ

52 

た
と
え
ば
中
野
前
註
(
釘
)
三
六
五
頁
、
高
木
前
註
(
必

一
七
四
頁
を
参
照
。

国

な
お
、
後
順
位
債
楢
者
M
M

使
用
収
益
、
転
貸
に
よ
9

て
債
権
を
困
収
す
る
た
め
に
設
定
す
る
賃
貸
借
(
周
益
回
収
型
)
や
短
期
賃
借

植
の
取
得
に
よ
。
て
代
物
弁
務
を
得
ょ
う
と
す
る
も
の
(
仮
登
記
担
保
理
)
に
つ
い
て
も
賃
貸
借
契
約
は
無
効
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
の
契
約
の
剤
法
的
処
理
も
問
題
と
な
り
う
る
。
本
文
で
述
べ
た
併
用
賃
貸
僧
と
同
様
の
観
点
か
ら
可
翻
性
を
否
定
す
ベ
一
禽

E
も
恩

わ
れ
る
が
、
な
bo検
討
を
要
す
る
。
も
っ
と
も
、
務
柔
に
は
、
こ
れ
ら
の
タ
イ
プ
の
賃
貸
借
は
抵
当
権
の
実
行
を
妨
害
す
る
園
的
の
も
の

と
区
測
が
付
き
に
く
〈
む
し
ろ
両
者
の
目
的
を
併
有
し
て
い
る
の
が
通
常
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
小
川

N
B
L
一
四
回
号
(
前
註

信
)
)
二
一
頁
、
宮
越

N
B
L
二
六
三
号
(
前
註
(
位

三
買
以
下
を
多
照
。

M 

塩
見
淳
「
不
良
民
国
権
」
法
学
教
室
三
一
一
人
号
(
一
九
九
九
)
三
三
賀
。

優
創
刊
昭
和
四
一
年
九
月
一
六
日
(
刑
集
二
O
巻
七
号
七
九
O
頁
て
大
塚
ほ
か
寝
前
詮

(1)
〔
河
上
目
久
木
元
〕
三
O
二
頁
な
ど
を

55 

参
鴎
吋
。
な
お
三
好
前
駐
A

S

V

(

法
曹
時
報
)

F

一O
六
買
は

「
銭
売
開
始
決
定
の
要
否
と
い
う
論
点
も
含
め
て
z
i
f今
後
の
判
例
の

展
開
を
ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
す
る
。
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関

山
口
前
註
〔
紛
)
(
危
険
犯
の
研
究
)

一
六
七
東
語
照
。

57 

結
績
と
し
て
同
趣
旨
の
も
の
と
し
て
、
薗
留

の
若
手
時
期
を
問
題
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

本
慮
"
の
よ
う
な
行
為
犯
に
つ
い
て
も
、
法
益
侵
害
結
果
の
発
生
が
不
要
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

の
遂
行
自
体
に
端
的
に
怯
釜
侵
害
危
殆
が
臨
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
平
野
値
一

前
註
〈
6
)
二
人
九
買
多
照
。
も
っ
と
も
、
幽
闘
第
師
は
既
遂
時
期
で
は
な
く
、
実
行

58 
) 

一
般
釣
な
事
例
に
お
い
て
は
、
行
為

『
刑
法
総
酋
I
」
(
一
九
七
一
一
)

一
八
頁

μ下
内

歯
周
童
館
「
刑
法
講
義
給
総
〈
上
)
』
(
一
九
人
一
三
一
二

O
頁
以
下
町
野
朔
「
刑
法
被
詣
講
義
案
1
〔
第
一
一
際
〕
』
(
一
九
九
五
)

一
回
三
頁

を
参
照
。

59 

『
刑
法
概
説
』
(
一
九
七
七
)
一
一
人
-
頁
、
腹
木
英
雄
「
刑
法
講
義
各
陣
」
土
九
七
大
)
三
O
頁

中

葬

前

監

(
3
)
-
一)

。
四
頁
な
ど
を
参
照
。
最
判
昭
和
三
五
年
六
月
二
四
目
(
刺
集
一
四
巻
人
号
-
一

O
一
一
一
頁
)
も
「
強
制
執
行
は
要
ず
る
仁
債
権
の
実
記
刊
の

た
め
の
手
段
で
あ
っ
て
、
同
条
は
究
極
す
る
と
こ
ろ
慣
機
者
の
債
権
保
穫
を
そ
の
主
眼
と
す
る
規
定
で
あ
る
と
解
す
べ
き
で
め
る
」
と
判

前
註

(1)
四
O
九
頁
は
、
強
制
執
行
検
者
揮
は
債
権
者
の
利
益
と
あ
わ
せ
て
国
家
作
用
と
し
て
の
強
制

示
し
て
い
る
。
な
お
西
田

関
) 

執
行
の
機
能
を
保
護
す
る
規
定
ど
す
る
。

こ
れ
を
肯
定
す
る
設
判
例
と
し
て
、
東
京
地
判
平
成
五
年
一

O
月
四
日
{
金
融
法
務
事
情
一
一
一
一
八
一
号
三
八
頁
)
参
鏑
。
さ
ら
に
、
尾

崎
透
明
「
邪
事
判
例
研
究
」
警
察
学
論
集
五
一
巻
三
号
〈
一
九
九
人
)
一
一
O
一
頁
以
下
、
大
線
ほ
か
編
前
註

(
l
)
〔
河
上
E
久
木
元
〕

て
八
七
買
以
下
を
あ
わ
せ
て
多
照
。

強
制
義
行
妨
害
罪
の
成
立
を
肯
定
す
る
見
解
と
し
て
、
塩
見
前
住
A
U
m
)

一
二
三
頁
が
お
る
e

6l 
亙

開
札
後
の
筋
書
骨
為
と
健
室
見
入
札
妨
害
現
(
最
決
寧
歳
一

O
年

事
案
お
よ
ぴ
判
旨

守
月
岡

R
刑
集
亙
ニ
巻
八
号
五
回
一
一
E
R
)

l 



続完入札妨害界じおける『公正を省すべき行為」の君主義

事
業

被
告
人
X
は
右
翼
図
体
政
治
結
社
の
支
部
喪
の
地
位
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
以
前
か
ら
親
し
か
っ
た
女
性
T
か
ら
、
債
務
の
処

理
と
と
も
に
、

T
の
廃
舗
兼
居
宅
お
よ
び
そ
の
敷
地
(
以
下
本
件
物
件
と
い
っ
)
の
管
理
処
分
の
委
託
を
受
け
、
所
有
権
諺
転
の

仮
登
況
を
経
た
上
、
本
件
物
件
を
事
実
上
支
配
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
青
森
地
裁
は
、
本
件
物
件
に
つ
い
て
不
型
産
能
売
開
届
決
定
を
下

し
、
最
低
売
却
価
額
を
一
四
五
六
万
五
0
0
0
円
と
す
る
売
却
実
滋
命
令
を
発
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
被
告
人
X
は
妻
名
義
で
最
低

売
却
価
額
と
同
額
で
入
札
し
た
が
開
札
期
日
に
S
不
動
産
が
一
四
六
六
万
円
で
本
件
物
件
を
務
札
し
た
こ
と
を
知
る
と
、
競
売
に
よ

り
自
己
の
管
理
占
有
を
喪
失
す
る
こ
と
を
阻
止
す
る
た
め
、
周
日
午
後
、

S
不
動
産
に
赴
き
、
社
長
の
妻
K
に
対
し
て
「
あ
ん
た
の

と
こ
ろ
で
落
と
し
た
物
件
は
絶
対
ゃ
れ
な
い
物
件
だ
か
ら
、
う
ち
の
方
に
よ
こ
し
て
く
れ
」
コ
M

の
物
件
か
ら
手
を
引
い
て
く
れ
」
、

「
こ
れ
を
う
ち
の
方
に
よ
こ
さ
な
い
と
、
こ
と
が
両
側
に
な
る
。
た
だ
じ
ゃ
お
か
な
い
ロ
ま
た
来
る
」
な
ど
と
申
し
向
け
た
図
そ
し
て
、

荒
ら
に
そ
の
夜
被
告
人
X
と
共
謀
の
上
、
そ
の
甥
で
あ
る
被
告
人
Y
が
右
翼
団
体
構
成
員
桜
名
を
連
れ
て
S
不
動
産
の
事
務
附
に
赴

き
、
「
な
ん
で
競
売
を
落
と
し
た
ん
だ
」
「
手
を
引
い
て
く
れ
、
パ
ッ
ク
に
ど
こ
か
の
組
が
つ
い
て
い
る
の
か
」
な
ど
と
卒
し
向
け

l 
た。

" 

第
一
審
は
、
被
告
人
ら
の
発
言
の
趣
旨
は
本
件
物
件
の
買
受
け
の
申
し
込
み
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
落
札
の
辞
退
を
要
求

す
る
趣
旨
で
あ
る
と
麗
定
し
つ
つ
、
「
銭
先
物
件
を
務
札
L
P
Z省
に
対
し
て
・
た
と
え
落
札
後
で
あ
っ
て
も
代
金
納
付
も
な
さ
れ
て
い

な
い
開
札
の
当
日
に
、
似
の
入
札
者
な
い
し
そ
の
関
係
者
が
畿
売
物
件
か
ら
手
を
引
〈
ょ
う
威
庄
的
に
要
求
す
る
行
為
が
公

の
被
売
の
公
正
を
害
し
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
」
と
判
示
し
、

X

Y
に
つ
い
て
威
力
餓
売
妨
害
罪
の
成
立
を
肯
定

し
た
が
、
右
に
引
用
し
た
判
示
仁
続
け
て
「
仮
に
、
被
告
人
ら
の
莫
意
が
買
受
け
の
申
出
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
本
件
に
お
い
て
、

被
告
人
ら
に
競
売
入
札
妨
害
罪
が
成
立
す
る
の
を
妨
げ
る
事
情
と
な
る
も
の
で
は
な
い
」
(
傍
点
筆
者
)
と
判
断
し
て
い
る
。
実
際
、

第
一
審
判
決
は
、
「
罪
と
な
る
べ
き
事
実
」
に
お
い
て
被
告
人
ら
の
意
図
に
つ
い
て
、
「
S
社
を
し
て
右
務
札
を
辞
退
さ
せ
又
は
本
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件
物
件
を
自
己
に
懐
渡
き
せ
よ
う
と
企
て
」
左
判
示
し
て
お
り
被
告
人
ら
の
意
図
が
落
札
の
辞
退
を
強
要
す
る
点
に
あ
っ
た
と
確
定

理広

的
に
認
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

ま
た
、
原
審
は
「
公
の
競
握
、
入
札
に
不
当
な
影
響
参
及
ぽ
す
お
そ
れ
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
開
札
の
前
後
を
岡
わ
ず
本
罪
が
成
立

す
る
」
と
い
う
一
般
論
を
述
べ
、
「
買
受
人
が
代
金
を
納
付
す
る
ま
で
、
当
審
続
売
手
続
き
は
所
期
の
目
的
を
遣
し
な
い
ま
ま
浮
動
状

般
に
置
か
れ
、
か
つ
代
金
を
納
付
す
る
と
曹
と
は
(
保
証
金
の
返
還
を
筒
求
で
主
な
く
な
る
と
い
う
制
約
は
あ
る
と
い
え
)
買
受
人
の

意
思
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
売
却
の
実
施
後
、
最
高
価
買
受
申
出
人
も
し
く
は
買
受
人
を
し
て
落
札
を
辞
退
さ
せ
文
は

そ
の
物
件
を
自
己
に
穣
渡
さ
せ
る
意
図
の
も
と
に
、
こ
れ
ら
の
者
に
対
し
威
力
を
加
え
て
そ
の
自
由
な
意
思
決
定
を
阻
害
す
る
行
為

は
、
公
の
競
売
、
入
札
に
不
当
な
影
響
を
及
ぽ
す
お
そ
れ
が
あ
る
行
急
と
し
て
、
本
罪
を
筏
屈
す
る
」
(
傍
点
筆
者
)
L
ζ

判
コ
示
し
、
被

告
人
の
控
訴
を
棄
却
し
た
。

酷雑学まま

弔電

し
12 

芦

(2) 
「
不
動
産
の
健
売
じ
お
け
る
入
札
に
よ
り
最
高
価
買
受
申
出
入
と
な
っ
た
者
に
対
し
、
威
力
を
用
い
て
そ
の
入
札
に
基
づ
く
示
動
産

の
取
得
を
断
念
す
る
よ
う
要
求
し
た
と
き
は
、
刑
法
九
六
条
ノ
三
第
二
唄
の
続
発
入
札
妨
害
罪
が
成
立
す
る
と
解
す
る
の
が
相
当

で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
と
同
旨
の
原
判
決
の
判
断
は
正
当
で
あ
る
」
。

判
首

神
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現売入札鋪害罪における「公E全容すべき符おJの意義

害
罪
が
保
護
す
る
対
象
の
「
公
の
競
売
又
は
入
札
」
を
右
の
意
味
に
お
け
る
「
鍵
り
売
り
」
「
入
札
」
に
限
定
し
て
理
解
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
こ
れ
ら
売
却
方
法
が
正
常
に
終
了
し
た
後
の
行
為
に
つ
い
て
は
、
も
は
や
阿
罪
の
成
立
の
余
地
が
な
く
な
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

-
方
、
競
売
入
札
手
続
は
開
札
に
よ
っ
て
も
な
お
終
了
し
て
い
な
い
と
観
照
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
開
札
以
後
の
粁
唱
し
つ
い
て
も
、
そ

の
「
公
正
を
害
す
べ
き
行
込
」
が
観
念
で
き
る
か
ら
、
阿
罪
が
成
立
す
る
可
能
性
が
残
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
本
決
定

は
、
閣
札
終
了
後
の
最
高
価
買
愛
市
白
人
に
対
す
る
威
迫
的
言
動
に
つ
い
て
本
罪
の
成
立
を
肯
定
し
て
い
る
か
ら
、
そ
の
意
味
で
、
後

者
の
立
場
を
前
提
と
し
て
い
る
も
の
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
既
に
下
緩
響
裁
判
例
に
お
い
て
は
こ
の
よ
う
に
開
札
終
了
後
の

妨
害
行
為
に
つ
い
て
本
罪
の
成
立
を
認
め
た
も
の
が
あ
る
時
、
最
高
義
判
所
の
判
例
と
し
て
は
、
本
決
定
が
は
じ
め
て
の
も
の
で
あ
る
。

繰
り
返
し
述
べ
て
ゑ
た
よ
う
に
、
議
売
入
札
妨
害
罪
の
保
護
法
益
は
鏡
争
制
度
と
し
て
の
鏡
売
入
札
の
公
正
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
e

そ
れ
ゆ
え
続
発
入
札
手
続
に
お
け
る
自
由
で
公
孟
な
価
格
形
成
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
不
正
に
歪
め
ら
れ
る
お
そ
れ
が
包
め
ら
れ
る

と
き
に
限
っ
て
、
本
開
が
成
立
し
う
る
こ
と
に
な
る
。
と
す
れ
ば
開
札
に
よ
っ
て
最
高
価
買
受
申
出
入
が
決
定
さ
れ
れ
ば
、
当
該
手

続
に
お
け
る
価
格
形
成
過
重
も
一

E
完
了
す
る
と
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
開
札
に
よ
っ
て
麓
争
手
続
は
終
了
し
て
お
り
そ
れ
以
降
の

妨
害
行
為
は
本
男
の
射
程
範
圏
で
は
な
い
と
い
主
解
釈
に
も
一
理
あ
る
よ
う
仁
も
み
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
最
高
価
買
愛
車
白
人
が

決
定
し
て
も
、
売
却
不
酔
可
決
定
が
下
さ
れ
れ
ば
、
最
高
価
買
受
市
白
人
は
不
動
産
を
買
い
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
し
さ
ら
に
発

却
許
可
決
定
が
確
定
し
て
最
高
値
賓
受
申
出
入
が
買
受
人
の
地
位
を
取
得
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
者
が
代
金
を
納
付
し
な
い
場
合
に

は
不
動
産
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
売
却
併
可
沙
定
も
そ
の
効
力
を
失
う
こ
と
に
な
る
の
で
お
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
場
合
に

は
再
発
却
の
た
め
に
再
度
入
札
の
手
続
が
し
乙
ら
れ
る
か
ら
、
新
た
な
手
続
で
改
め
て
売
却
価
格
の
形
成
過
程
が
再
開
さ
れ
る
ミ
と
に
な

る
。
と
す
れ
ば
、
原
審
が
正
当
に
も
指
摘
す
る
と
お
り
、
買
受
入
が
代
金
を
納
付
す
る
ま
で
は
、
い
ま
だ
競
売
手
続
は
「
浮
動
状
態
」

に
お
か
れ
て
お
り
当
該
手
袋
に
お
け
る
競
争
の
帰
趨
は
い
ま
だ
定
ま
っ
て
い
な
い
と
幸
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
1
こ
の
よ
う
に
、
賞
受

人
が
代
金
を
納
付
す
る
ま
で
は
、
な
お
入
札
多
加
者
に
よ
る
実
質
的
競
争
は
継
続
し
て
い
る
ど
理
解
す
る
の
で
あ
れ
明
、
調
札
以
後
の

n 



• 
妨
害
者
為
に
つ
い
て
も
、
な
お
鏡
売
入
札
妨
害
罪
の
成
立
を
認
め
る
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
仁
な
る
。

そ
れ
で
は
、
本
件
被
舎
人
の
行
為
の
よ
う
に
、
最
高
価
買
受
出
甲
山
人
な
い
し
買
受
入
の
意
思
に
働
き
か
け
そ
の
者
に
代
金
納
付
を

断
念
さ
せ
よ
う
左
す
る
符
お
は
「
鏡
売
又
は
入
札
の
公
主
を
害
す
べ
き
骨
為
」
に
該
当
す
る
の
で
あ
ろ
う
一
か
。
容
棋
の
問
題
関
心
か

ら
は
、
こ
の
よ
、
ヲ
な
告
晶
に
銭
争
原
理
を
侵
害
す
る
お
そ
れ
が
寵
め
ら
れ
る
か
が
問
題
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
具
体
的
に
は
、
最
商

価
貿
受
単
出
入
な
い
し
買
受
人
が
代
金
の
納
付
を
断
念
せ
ざ
る
を
待
ず
、
再
費
抑
手
続
に
至
る
こ
と
に
つ
い
て
、
引
か
な
る
意
味
で
の

銭
争
原
理
の
危
殆
化
"
が
寵
め
ら
れ
る
か
が
問
題
と
な
ろ
う
。

続
争
原
理
の
前
提
語
梓
と
し
て
買
受
希
望
者
が
、
入
札
に
参
加
す
る
か
否
か
、
き
ら
に
、
い
か
な
る
金
額
で
入
札
す
る
か
を
自
由

な
意
思
形
成
に
基
づ
い
て
決
定
で
き
る
状
態
を
保
護
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
既
に
述
ぺ
た
と
お
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
理

は
買
受
人
が
代
金
を
納
付
す
る
こ
と
で
当
該
不
動
盃
を
取
得
し
よ
う
‘
と
す
る
点
に
つ
い
て
も
妥
当
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、

買
受
人
は
買
受
保
証
金
の
返
還
を
断
念
す
る
こ
と
で
、
借
金
を
納
付
せ
ず
に
不
動
産
の
取
得
を
断
念
す
る
こ
ど
も
可
能
モ
あ
る
が
、
そ

の
判
断
は
賞
受
人
の
自
砲
な
意
思
形
成
に
よ
っ
て
な
き
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
思
形
成
に
不
当
に
介
入
し
、
結
果
的
に
木

-
嗣
)

動
産
の
取
得
を
断
念
さ
せ
る
行
お
は
、
明
ら
か
に
競
争
原
理
の
優
宣

E
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
買
受
人
が
代
金
を
納

付
し
な
か
っ
た
場
合
、
買
受
人
は
当
該
不
動
産
を
取
得
で
き
な
く
な
る

p
dで
は
な
〈
、
当
勧
眠
不
動
産
の
再
売
却
手
続
へ
の
参
加
を
禁

止
さ
れ
る
と
い
う
制
緩
を
受
け
る
(
民
事
議
符
法
七
一
条
四
号
ロ
参
照
〉
こ
と
を
想
起
す
れ
ば
、
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
買
受
人

で
あ
っ
た
者
は
、
当
時
趣
手
続
に
お
い
て
不
動
産
を
取
得
で
主
な
か
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
再
売
却
手
続
に
お
い
て
は
そ
も
そ
も
続
争
か
ら

雌
加
除
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
話
。
こ
の
よ
う
仁
再
発
却
手
続
に
お
い
て
、
買
受
人
で
あ
っ
た
者
を
続
争
か
ら
排
除
す
る
こ
と
で
結
果

的
に
特
定
の
者
に
宥
利
な
価
格
形
成
が
な
さ
れ
る
お
そ
れ
が
現
実
花
し
ろ
る
点
に
ら
、
競
争
原
理
の
侵
害
の
お
そ
れ
が
顕
在
化
し
て
い

一一“一

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

'"" 能機学まま戸神



自段売入札妨嘗廊仁おける「公正を害すぺき行為jの意義

危
険
性
判
断

右
の
よ
う
に
本
決
定
を
守
蒔
す
る
立
場
か
ら
は
、
最
高
価
買
受
申
出
入
な
い
し
買
受
人
に
対
じ
て
、
代
金
納
付
を
断
念
し
て
務
札
を

辞
退
す
る
よ
う
威
退
的
言
動
を
示
す
行
為
は
鷲
売
入
札
妨
害
罪
に
該
当
す
る
こ
と
に
な
る
。
偽
計
を
用
い
る
場
合
も
金
〈
同
様
に
考
え

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
一
方
、
買
愛
人
が
代
金
を
納
付
し
子
長
は
、
競
売
入
札
制
度
に
お
け
る
実
質
的
能
争
は
終
了
し
て
い
る
こ
と

面一

に
な
る
か
ら
(
脅
迫
罪
等
の
別
葬
を
構
成
す
る
可
能
性
は
あ
る
が
)
も
は
や
飽
売
入
札
妨
番
罪
ほ
成
立
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で

は
、
最
高
価
買
受
申
出
入
な
い
し
買
受
人
に
対
し
て
、
代
金
納
付
以
前
の
段
階
に
お
い
て
、
落
札
し
た
不
動
産
を
自
己
に
積
極
転
売

さ
せ
る
よ
う
に
威
迫
す
る
行
為
は
本
罪
を
構
成
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
行
浪
者
に
ほ
買
受
人
仁
代
金
納
付
を
瞬
令
さ
せ
る
意
図
は
な
い

が
、
買
受
入
が
代
金
を
納
付
し
て
不
動
産
を
取
得
し
た
後
に
そ
れ
を
自
己
に
線
渡
さ
せ
よ
も

Z
考
ん
買
受
人
の
代
金
納
付
以
前
の
段

階
で
、
前
も
っ
て
そ
の
旨
を
要
求
す
る
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。
原
審
の
仙
台
高
裁
は
「
最
高
価
買
愛
国
中
出
入
も
し
く
は
買
受
人
を
し
て

落
札
を
辞
退
さ
せ
又
は
そ
の
物
件
を
自
己
に
務
波
さ
せ
る
意
図
」
の
場
合
に
阿
罪
が
成
立
す
る
と
判
断
し
て
お
り
、
こ
の
場
合
仁
も
本

罪
が
成
立
す
る
と
理
解
し
て
い
る
よ
う
に
読
む
こ
と
も
で
き
よ
う
。
第
-
審
が
「
被
告
人
ら
の
真
意
が
買
受
け
の
申
自
に
あ
っ
た
と
し

て
も
」
本
罪
が
成
立
す
る
と
判
ロ
示
し
て
い
る
点
も
、
既
に
見
た
返
り
で
あ
る
。
一
方
、
最
高
訟
は
「
そ
の
入
札
に
基
づ
く
不
動
産
の
取

得
を
断
念
す
る
よ
う
要
求
し
た
と
き
は
」
(
傍
点
筆
者
)
と
い
う
表
現
を
用
い
て
お
り
、
落
札
そ
れ
自
体
を
辞
退
さ
せ
る
よ
う
威
迫
し

た
場
合
に
限
定
し
た
判
断
を
下
し
て
い
る
よ
う
に
理
解
す
る
余
地
も
あ
る
が
、
必
字
し
も
そ
の
趣
旨
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

競
語
入
札
鵠
e
菅
野
は
行
為
者
が
特
定
の
図
的
を
有
す
る
こ
レ
し
を
要
求
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
被
告
人
が
い
か
な
る
目
的
で
威
迫

し
た
の
か
は
直
語
的
に
は
犯
罪
の
成
否
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
。
そ
の
限
り
に
お
い
て
第
=
春
、
原
審
の
判
示
は
適
切
で
あ
ろ
う
。

本
罪
の
成
否
と
の
関
連
で
問
題
と
な
る
の
は
そ
の
行
為
仁
実
質
的
競
争
原
理
の
侵
害
の
お
そ
れ
が
認
め
ら
れ
る
か
、
本
件
事
案
に
則

し
て
い
え
ば
、
最
高
価
買
受
市
出
人
な
い
し
買
受
人
が
(
そ
の
真
意
に
反
し
て
〉
代
金
の
締
μ
刊
を
断
念
す
る
お
そ
れ
が
認
め
ら
れ
る
か

否
か
で
あ
る
白
も
ち
ろ
ん
被
告
人
が
買
受
人
に
対
し
て
不
当
に
廉
価
な
価
絡
で
の
転
売
や
無
償
譲
渡
を
要
求
し
た
場
合
に
つ
い
て
は
、

3 
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a 

買
受
人
は
代
金
砂
納
付
す
る
こ
と
で
い
っ
そ
う
損
害
を
こ
う
む
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
代
金
納
付
を
断
念
す
る
お
そ
れ
が
大
き
い
こ
と

は
い
う
ま
で
も
な
い
。
問
題
は
、
被
告
人
が
量
不
し
た
転
売
福
絡
が
落
札
価
格
と
周
程
度
か
、
そ
れ
よ
り
も
高
額
な
場
合
で
あ
る
。

買
受
人
が
代
金
を
納
付
し
な
か
っ
た
楊
合
、
買
受
人
は
買
受
申
出
保
註
金
の
返
還
請
求
権
を
剛
院
失
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
(
民
事
執

行
法
八
O
条
一
項
)
そ
の
こ
と
に
よ
り
経
済
的
歪
利
益
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
被
告
人
の
要
求
に
応
じ
、
相
当
価
格
で
の

転
売
に
応
じ
た
場
合
に
は
買
愛
人
に
は
経
済
的
な
損
失
は
発
生
し
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
、
経
務
的
に
合
理
的
な
行
動
を
前
提
と
す

る
限
旬
、
こ
の
場
合
に
は
買
受
人
が
代
傘
の
納
付
を
断
念
す
る
可
能
性
ほ
乏
し
い
よ
う
に
も
恩
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
代
金
を

航
付
し
て
転
売
に
応
じ
る
か
、
そ
れ
と
も
代
金
を
納
付
せ
ず
に
稽
札
を
辞
退
す
る
か
は
、
買
受
人
の
自
由
な
意
思
決
定
に
任
せ
ら
れ
て

い
る
。
常
に
経
液
合
理
的
な
決
断
が
な
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
買
受
I
八
が
、
転
売
に
応
ず
る
と
と
で
当
該
不
動
産
と
さ
ら
に
関
わ
り

合
い
に
な
る
こ
と
を
煩
維
と
費
え
で
、
た
と
え
一
貫
受
市
出
保
証
金
を
放
棄
し
て
で
も
代
金
を
納
付
し
な
い
こ
と
を
選
択
す
る
可
能
性
も

あ
り
得
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
一
か
。

皿

" 
雑学法

こ
の
よ
う
な
理
解
を
前
提
に
す
れ
ば
、
あ
と
は
値
刑
事
業
ご
と
に
、
買
受
人
が
(
妨
害
者
の
要
求
に
反
し
て
)
代
金
を
納
付
せ
ず
、

不
動
産
の
取
得
を
断
令
す
る
危
険
性
が
ど
の
程
度
存
在
す
る
の
か
を
ケ
ス
パ
イ
ケ
ス
で
判
断
し
て
い
く
こ
と
に
な
ろ
う
。
具

体
的
に
は
、
偽
齢
威
力
の
襲
様
程
度
、
被
告
人
と
被
害
者
の
以
前
か
ら
の
関
係
、
提
草
さ
れ
た
転
売
価
格
の
金
額
、
そ
れ
が
現
実

に
支
払
わ
れ
る
可
能
性
(
あ
る
い
は
そ
の
点
仁
関
す
る
被
害
者
の
認
識
)
、
被
害
者
の
性
絡
社
会
的
地
位
な
ど
を
総
合
的
に
考
慮
し

つ
つ
、
代
金
不
納
付
の
畠
恩
恵
決
定
へ
と
誘
引
さ
れ
る
危
険
性
が
ど
の
種
度
認
め
ら
れ
る
の
か
を
判
断
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場

合
、
被
告
人
が
直
接
的
に
代
金
不
納
付
を
要
求
す
る
場
合
に
比
べ
て
、
買
委
人
が
代
金
納
付
を
断
念
す
る
可
能
性
は
低
い
と
考
え
ら
れ

る
か
ら
、
状
況
に
よ
っ
て
は
、
危
険
性
が
低
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
可
罰
位
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
で
あ
ろ
う
。
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広
島
地
判
平
成
九
年
五
月
九
日
〈
暴
カ
団
員
が
買
受
人
を
威
迫
し
て
代
金
の
納
付
を
断
念
さ
せ
た
事
作
に
つ
い
て
威
力
璽
冗
妨
害
罪

を
肯
定
)
、
那
覇
地
刺
平
成
七
年
二
月
二
O
H
(最
高
価
買
受
市
白
人
を
排
除
す
る
た
め
、
執
行
象
判
所
に
虚
偽
の
建
物
賃
貸
借
契
約
脅

等
を
提
幽
し
て
売
却
不
許
可
決
定
を
求
め
る
と
と
も
に
、
最
高
価
貿
愛
車
白
人
に
対
し
て
「
む
ず
か
し
い
人
が
か
か
わ
っ
て
い
る
ん
だ
よ
。

仕
返
し
hvあ
る
か
も
し
れ
な
い
よ
」
な
ど
と
唱
し
向
け
た
事
例
に
つ
い
て
偽
計
続
発
妨
害
罪
を
肯
定
で
高
松
地
判
平
成
一

O
年
四
月

三
七
日
(
売
却
許
可
決
定
後
、
買
受
入
の
代
一
金
納
付
前
広
架
空
の
賃
貸
借
契
約
等
の
存
在
を
湿
陶
と
し
て
執
行
抗
告
を
行
っ
た
事
例
に

つ
い
て
偽
針
鍵
売
妨
害
風
"
を
肯
定
)a

こ
れ
ら
怯
い
ず
れ
も
公
判
物
未
登
載
で
あ
る
が
、
事
案
の
機
略
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
飯
園
前

註

(7)
一
一
一
一
頁
(
広
島
地
判
v

、
高
木
偏
前
註
(
辺
)
九
六
頁
(
郁
覇
地
判
)
西
岡
前
議

(
l
)
四
一
四
頁
以
下
{
官
間
後
地
判
)

に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

2、
旧
聾
霊
の
実
務
よ
の
還
周
に
お
い
て
は
、
五
提
出
し
た
入
札
曹
の
変
更
取
消
は
認
め
ら
れ
て
い
な

語
っ
た
が
、
入
札
車
後
に
入
札
看
の
代
理
人
を
感
迫
し
て
入
札
の
取
り
市
げ
を
申
し
尚
さ
せ
た
事
業
に
つ
い
て
京
都
地
特
昭
和
五
八

年
人
月
一
日
(
刑
訣
月
報
一
五
巻
七

E
八
号
三
八
七
頁
O

は
「
一
般
人
を
し
て
問
題
の
入
札
の
公
正
に
疑
い
を
抱
か
し
め
る
で
あ
ろ
う
こ

と
は
多
胃
を
要
せ
ず
法
律
上
も
綾
宮
内
偏
入
札
人
に
対
し
て
不
当
な
注
力
を
か
け
、
焼
務
代
金
の
支
弘
を
断
念
さ
せ
再
鍛
売
に
持
ち
込
む

余
地
も
残
っ
て
い
る
」
と
し
て
威
力
鎗
発
妨
番
場
の
成
立
を
包
め
て
い
る
。

63 
) 

飯
園
前
薩

(
7

64 

三
浦
前
註

(
7
)
二
O
七
貿
以
下
を
香
線
。

こ
の
点
に
関
連
し
て
、
上
海
前
詮

(7)
三
五
頁
を
参
照
。

た
し
か
に
再
慌
却
手
績
を
招
来
す
る
こ
と
で
餓
幸
子
畿
が
遅
延
す
る
こ
L

乙
に
な
る
が
こ
の
こ
と
自
体
は
銀
争
慮
理
の
侵
害
を
は
評
価

6辺5.. 
) 



飽

で
き
な
い
こ
と
は
既
に
述
ぺ
た
と
お
り
で
あ
る
。

67 

本
決
定
の
判
断
の
射
程
範
聞
に
関
す
る
検
討
と
し
て
、
飯
関
前
註

{7)
二
二
買
を
参
照
。

「
金
融
犯
開
研
究
A
E
(研
究
代
表
者
西
国
典
之
東
京
大
学
教
授
V

に
お
け
る
穣
給
、
お
よ
び
御
出

席
の
先
生
方
の
術
指
摘
か
ら
き
わ
め
て
有
益
な
示
唆
を
受
け
た
。
さ
ら
仁
民
事
会
に
関
連
す
る
諮
問
題
を
検
討
す
る
に
際
し
で
は
型
戸
大
学

大
学
院
法
学
研
窃
椅
の

F
d法
専
攻
の
爾
先
生
方
か
ら
貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
織
し
た
・
ご
勧
眼
目
不
を
揚
っ
た
先
生
方
に
心
よ
り
御
礼
を
歯
干
し

‘' 
本
格
を
執
筆
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

温よX

上
げ
る
。

欝緯学法頁神


